
制
度
・
出
来
事
・
構
造

ー
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
制
度
化
概
念
の
射
程
|

:
ロ
円
四
o
p
m
w
M
S
R
F門
山
口
ヨ
ヨ3
5

帥
}
山
}
o
rロ
ロ
ロ
g

E

宮
巾
宮
笠
宮
胃

2
5

月
5
0
5

印
口
一g
E
B
3
5
5

・

〕
同
M
m
Z】
}
凶
ω
ロ
・

ｧ1

序

一
九
五
三
年
、
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル

l
ズ
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
カ
ン
ギ

l

レ
ム
を
責
任
者
と
す
る
叢
書
の
一
巻
と
し
て
、
「
本
能
と
制
度

白
書
公
.
更
な
町
内
札
詩
人
間

E
S
ぎ
ま
)
』
と
い
う
主
題
で
ア
ン
ソ
ロ
ジ
!
を
編

み
、
凶
ぺ

1
ジ
の
・
序
文
を
付
け
て
い
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
制
度
論
を

法
理
論
と
対
立
さ
せ
、
法
理
論
が
肯
定
的
な
も
の
(
ぽ
℃

o
m庄
内
)
を

ー
た
と
え
ば
自
然
法
と
し
て

l
社
会
的
な
も
の
の
外
部
に
措
定
し
、

否
定
的
な
も
の
〈

Z
D
S
民
る
合
|
た
と
え
ば
契
約
に
よ
る
限
定
と

し
て
|
社
会
の
内
部
に
附
と
す
る
に
判
て
、
制
度
の
理
論
は

成

i頼

司

浩

定
的
な
も
の
(
欲
求
)
を
社
会
の
外
部
に
置
き
、
社
会
的
な
も
の
を
、

肯
定
的
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
(
吉

2
E
E

ロ
)
の
ゆ
た
か
な
可
能
性

を
合
ん
だ
も
の
と
し
て
考
え
る
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
制
度
は
、
そ

こ
で
充
足
さ
れ
る
欲
求
や
性
向
に
よ
っ
て
は
説
明
さ
れ
ず
、
欲
求
の

充
足
は
つ
ね
に
間
接
的
(
宮
庄
司
ぬ
の
F
O
E
S
5
)
な
の
で
あ
り
、
社
会

的
な
も
の
の
内
部
で
の
こ
の
間
接
的
な
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
が
、

制
度
論
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う

T
)。

ち
ょ
う
ど
問
じ
頃
、
一
九
五
四

1

一
九
五
五
年
度
の
コ
レ

1
ジ

ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
メ
ル
ロ

1
ポ
ン
テ
ィ
が
、
「
個
人

的
お
よ
び
公
共
的
歴
史
に
お
け
る
叫
制
度
化
ピ
と
題
し
て
講
義
を
行

っ
て
い
る
。
出
版
さ
れ
た
鱗
毅
の
袈
皆
や
、
現
在
パ
リ
国
立
図
書
館

で
参
照
可
能
に
な
っ
た
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
自
身
の
未
刊
の
ノ

l
ト

を
注
意
深
く
統
む
な
ら
ば
、
こ
の
概
念
が
、
彼
の
思
想
の
展
開
の
中

で
つ
の
結
節
点
を
形
作
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
み
て
と
れ
よ

'"
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ぅ
。
要
旨
冒
頭
の
概
論
で
、
他
者
論
と
時
間
論
と
い
う
現
象
学
の
二

つ
の
中
心
問
題
を
軸
に
、
ブ
ッ
サ

l

ル
の
構
成
的
分
析
と
世
界
論
に

留
保
を
付
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
め
ざ
さ

れ
て
い
る
の
は
、
「
知
覚
の
現
象
学
』
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
現
象
学

的
哲
学
の
掘
り
下
げ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
一
九
五
九
年
の
フ
ツ
サ

l
ル
論
や
、
彼
の
未
完
の
著
作
吋
見
え
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の
」

の
間
接
的
存
在
論
へ
と
つ
な
が
る
も
の
を
持
っ
て
い
る
す
)
。

だ
が
こ
の
講
義
を
貴
重
な
も
の
と
し
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
講
義

の
後
半
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
は
制
度
化

と
い
う
「
現
象
」
を
、
そ
の
四
つ
の
次
元

(
O丘
足
印
)
を
渡
り
歩
く
こ

と
に
よ
っ
て
記
述
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
の
次
元
に
お
い
て
、

K


ロ
ー
レ
ン
ツ
の
動
物
行
動
学
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
刷
り
込
み

百
円
以m
g
m
)
の
例
か
ら
出
発
し
て
、
動
物

H社
会

H
に
お
げ
る
制
度

化
を
、
本
能
の
間
接
的
な
実
現
と
し
て
論
じ
て
い
る
こ
と
は
、
一
九

五
六
1

一
九
五
七
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
る
自
然
の
概
念
に
つ
い
て
の

制
強
の
意
味
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
ま
た
第
一
二
の
次
元
で
は
、

得
似
以
前
的
・
個
人
的
な
次
元
の
制
度
化
か
ら
、
{
公
共
的
な
」
制
度

化
に
州
市
論
を
ず
ら
し
、
純
粋
に
論
理
的
客
制
的
な
シ
ス
テ
ム
の
制
度

化
令
姉
口
、
川
以
後
に
第
四
の
次
元
で
は
、
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ

l
プ

ル
の
伊
山
人
論
ゃ
、
レ
ヴ
ィ

l

ス
ト
ロ
ー
ス
の
記
述
し
た
親
族
体
系
論

稜
地
材
に
、
州
立
主
観
的
な
場
に
お
け
る
歴
史
的
制
度
化
の
問
題
を

怖
じ
て
い
る

1
0

こ
の
よ
う
に
広
範
閤
の
現
象
を
主
題
と
す
る
制
度
化
概
念
の
射
程

を
考
え
て
み
る
こ
と
は
、
メ
ル
ロ
ー
ー
ポ
ン
テ
ィ
の
思
想
の
意
味
を
、
そ

れ
が
置
か
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
、
統
一
的
に
理
解
す
る
助

け
に
な
る
に
違
い
な
い
。
吋
見
え
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の
』
が
、
主

に
身
体
的
・
感
覚
的
な
次
元
で
議
論
を
進
め
た
部
分
で
中
絶
し
て
し

ま
っ
た
た
め
に
、
前
期
思
想
と
の
差
違
が
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
み
な
ら
ず
、
好
意
的
に
せ
よ
批
判
的
に
せ
よ
、
思
弁
的
・
抽
象

的
な
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
制
度
化
概
念
を
媒

介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
最
後
の
嘗
物
を
、
メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ

ィ
が
コ
レ

l
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
行
っ
た
他
の
講
義
や
、
『
シ
|

ニ
ユ
』
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
文
で
行
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
象
徴
的
な
制

度
の
分
析
と
の
関
連
で
理
解
す
る
道
も
聞
け
る
で
あ
ろ
う
す
ヨ

わ
れ
わ
れ
が
、
ド
ゥ
ル

1
ズ
と
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
が
、
叩
年
代
の

前
半
に
お
い
て
「
制
度
」
と
い
う
言
葉
の
ま
わ
り
に
思
考
を
組
織
し

た
こ
と
か
ら
論
を
お
こ
し
た
の
は
、
む
ろ
ん
両
者
の
影
料
開

M怖
を
指

摘
す
る
た
め
で
は
な
い
。
た
だ
後
者
の
同
時
期
の
著
作
刀
打
班
訟
の

冒
険
』
を
一
読
す
れ
ば
容
易
に
気
付
か
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
概
念
の

導
入
の
直
接
の
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
は
、
サ
ル
ト
ル
析
学
が
、
、
シ
ン

ボ
リ
ズ
ム
」
す
な
わ
ち
「
間
有
の
効

m
m
{
S
2
0
5

全
備
え
た
記

号
の
機
能
」
(
〉
ロ

N
0
8
に
対
し
て
行
け
だ
っ
た
よ
と
に
あ
る
よ
人

は
指
摘
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ド
シ
ル
ー
ズ
の
必
社
会
前
も
、

サ
ル
ト
ル
に
と
で
は
ク
ロ
ー
ド
・
ル
ル

υ
l
x
ン
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イ
の
そ
れ
と
同
じ
く
「
ひ
そ
か
な
有
機
体
論
」
(
立
に
帰
す
る
で
あ
ろ

う
が
、
メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ
ィ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
人
間
関
係
を
一
定

の
自
立
性
を
持
つ
記
号
が
媒
介
し
て
い
る
こ
と
を
即
鹿
に
有
機
体
論

と
混
同
す
る
こ
と
に
こ
そ
、
サ
ル
ト
ル
が
『
存
在
と
無
」
で
行
っ
た
、

意
識
と
即
自
存
在
の
概
念
的
区
別
の
限
界
が
露
呈
し
て
い
る
、
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
の
後
期
思
想
に
、
自
然
の

形
市
上
学
の
み
を
み
る
解
釈
の
大
部
分
は
、
論
者
の
意
図
に
か
か
わ

ら
ず
、
サ
ル
ト
ル
的
批
判
の
焼
き
直
し
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
制
度
化
概
念
導
入
の
背
後
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
象
徴
的
記
号
体
系
の
分
穎
と
そ
の
成
立
根
拠
へ
の
関
心
が

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
そ
の
意
味
で
制
度
の
問
題
系
は
、

「
象
徴
的
な
も
の
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
前
面
に
押
し
出
し
、
「
象

徴
的
な
思
考
に
対
し
て
、
そ
し
て
象
徴
的
な
思
考
に
よ
っ
て
、
直
接

に
与
え
ら
れ
た
総
合
」

E

を
前
提
と
す
る
、
レ
ヴ
‘
イ
ー
ス
ト
ロ

l

ス

や
ラ
カ
ン
の
構
造
主
義
に
吸
収
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
だ
が
、
実
存
主
義
な
い
し
は
現
象
学
か
ら
構
造
主
義
へ
、
と
い

う
フ
ラ
ン
ス
思
想
問
有
の
図
式
は
、
こ
の
問
題
が
二
十
世
紀
思
想
全

体
の
転
換
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
が
い
ま
だ
未
解

決
で
あ
る
こ
と
を
槻
い
関
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
。
そ
れ
を
示
す

た
め
、
説
々
は
梢
約
ド
，
括
的
卜

1
J
ル
C
必
る
つ
向
指
的
伝
シ
ス
テ
ム
の

制
度
化
、
メ
ル

H
A
-
-
f

川
町
掛
川
見/
l

ト
で

t
仙

ω
制
瓜
化
ー
と

呼
ぶ
制
成
化
的
訓
仰
や
、
山
ソ
リ

l
l
;

リ
ノ
シ
ー
ー

ω
d
M
L
Y
E

が
か
り
に
分
析
し
て
い
こ
う
と
思
う
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、

制
度
化
概
念
の
定
義
に
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
経
験
に
持
続
的

な
諸
次
元
を
付
与
す
る
よ
う
な
出
来
事
」

B
n

・
2
)
を
、
ど
の
よ
う

に
構
造
の
内
部
に
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
言
い
換
え
れ
ば
、

出
来
事
と
構
造
と
を
同
時
に
思
考
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い

い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

*
メ
ル
ロ
ポ
ン
テ
ィ
の
著
作
を
引
用
す
る
に
際
し
て
は
、
以
下
の
略
号
を

使
用
す
る
。

〉
口
一
ト
n
u
号
室
愛
唱
、S
S
E

込
町
な
h
H
S
R
F
H
》
釦
江
田
・

0
国
一
口
自
由
円
円
】
噌

g
-
-

《
日
仏m
m印
一Y
H
由
印
印
・

開
]
ι
z
-同
h
q
h
川
町
民
同
念
、
吉
田
~
口
白
己
』

v
p
H
，
司
・
H
M白
コ
印
・0
同
一
一
一
ヨ
回

E
-
H
U日
ω
・

喜
一
宮
、
さ
お
を
さ
え
同
唱

E

号
"
の
白
]
一
一
ヨ
同
丘
H
U自
由
-

H
ν
H
V
・
』U』F
m諸
口
寺
弘
美w
e
h
t
同
九
時
宮
、
問
、
門
局
も
た
ロ
3
・
日

ν白
『2
・
。
白
一
一
一
日
同
叶
仏
祖
同
申
品
目
・

-
Nの
・
勾
向
同
誌
さ
h臼
九
時
E
定
説

(
(
J
o
-
z
m

品
仏
巾
司
『
山
口
円
巾H
u
s
-呂
田
C
)切
日ν
R
2

・

の
丘
一
円
門
出
回

E
-
H
u
g
-

ω
-
旬
、
町
草
子
宮
門F
E
E
Z
E
-

呂
田
巴
目

ω
の
一
ト
白
え
さ
円
安
、n
h叫
之
内
己
主
も
も
ミ
芯
司

S
H
F
∞
。m
住
民
o
p
同V
R
3・
同M
C
m
a
-
-

由
吋
吋

〈
円
一i
h同
町
民
ぽ
芯
九
時
ミ
ミ
言
、
h
a
F
h
町
噌
司
副
『
F
C

釦
一
}
一
ヨ
由
「
円
円

H
U
A
X

引
用
に
当
つ
て
は
、
邦
訳
、
と
り
わ
げ
木
悶
元
・
沌
浦
静
雄
両
氏
の
そ
れ
を

参
照
し
た
が
、
文
脈
の
総
合
上
、
あ
ら
た
に
択
し
蕊
し
た
こ
と
を
お
断
り
し
て

j

q，g、

azam



B

パ
リ
関
立
図
諮
館
所
蔵
未
刊
手
稿
。

V
白
ω
・
3

日
向
P
N
h
a
hな

N
U包

1
H
U訟

~
h
h
y
s
s

ま

S
E

苫
さ
な

ロ
白ω
・
5
3
一
〈
け
q
S
4
S
N
U
包

i
N
u
a
~
ト
ぜ
伺
吹
き
h
q
a
h
同
白
書
ミ
号
室
、
時

宮
読
む
誌
諮
問
凡
な
ミ
も
忌
九
右
足
-

γ
白
ω
.
回
目
白
一
n
G
R
a
S
N

勺
U
U
N
読
む
~
尚
喜
問
、
h
S
H
H
R
5
E
S
F
H

三
営
色
遣
雪
ロ
念
宮
・

こ
れ
は
メ
ル
ロ
ポ
ン
テ
イ
が
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
六
一
ま
で
コ
レ
|

ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
で
行
っ
た
鱗
義
の
た
め
に
準
備
し
た
、
彼
自
身
の
手
啓

き
の
ノ

l
ト
の
一
部
で
あ
る
。
手
稿
は
、
大
部
分

A
4

の
白
紙
に
脅
か
れ
、
多

く
の
場
合
、
各
用
紙
の
上
端
に
、
論
議
題
名
と
、
ペ
ー
ジ
数
な
い
し
は
講
義
の

月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
三
年
九
月
の
時
点
に
お
い
て
は
、
ま
だ
仮
強

制
祉
の
段
階
で
あ
り
、
図
品
川
u
館
に
よ
る
公
式
の
レ
フ
ェ
ラ
ン
ス
は
付
け
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
上
記
の
記
号
の
あ
と
に
、
ペ
ー
ジ
数
な
ど
、
引
用

m
m所
を
突
き

止
め
る
た
め
の
情
報
を
記
す
と
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ
ィ
が
、

ノ
l
ト
の
一
部
を
全
面
的
に
岱
き
答
え
、
旧
稿
と
問
じ
ぺ

l
ジ
番
号
を
付
け

て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
内
容
か
ら
見
て
推
測
さ
れ
る
順
序
に
し

た
が
い
、
一

I
]
、

{
H
〕
の
番
号
を
付
加
し
た
。
ま
た
、
転
記
が
推
測
に
よ
る

出
制
作
は
、
そ
の
m
s館
等
に
*
を
付
け
、
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
自
身
の
欄
外
の
付

日
仏
、
〈
〉
に
入
れ
て
引
用
し
た
。

明
持
続
諸
島
崎H
S
急
電
芯
戸
内
市
民
E
n
y
O
H
m
-
m
巾
ζ

円
m
m
m
E
m
m
u
R
0
・

宮
町
庭
内
・8
二
円
m
H
g兄
島
0
2
d
g
B
E
E
S
喜
一
宮
巾
印
Y
出
国
n
Z
5
・

H
U
山
一
Y
〈
ロ
H
l
v
円
円

(
2
)

未
刊
ノ

l
ト
の
序
説
に
あ
た
る
部
分
で
、
制
度
化
概
念
に
基
づ
く
主

体
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
、
世
界
、
他
人
、
行
為

(
r
w
p町
四
)
、
時
間
と
の

関
係
が
変
化
す
る
と
さ
れ
る
(
云

ω
・
円
国
司
司
-
u
-
N
1
8
0

(
3
)

未
刊
ノ

i

ト
に
お
け
る
、
各
次
元
の
題
名
は
次
の
と
お
り
一

同
-
E
伊
丹
吉
注
目
。
ロ
i
〉
包
自
由
-
R
m
丘
三
四
一
F
2
x
c
a
o
ロ
q
c
ロ
師
自
己
円
H
H
巾
ロ
門

〔3
・
2
2
]
N
・
円
、
白
Q
E
Z
S
R
Z
2
5
ロ
巾
n
O
B
B
四
吉
弘
一
円
三
-
o
ロ

[
同
V
2
0
内
問
}
内
可
〕
・
ω
・
2
a
x
c

巴
O
ロ
a
.
c
ロ
師
白
〈
o
-
『
・
品
・
回
一
位
。
一
「
m
g
己
〈
巾
司

l

m
巾
一
一
巾
巾
門
戸
口
出
同
一
円
ロ
円
一
o
ロ
・

(
4
)

メ
ル
ロ
l
ポ
ン
テ
ィ
の
制
度
化
概
念
に
発
想
を
得
た
、
独
立
の
論
考
と

し
て
は
、
の
-
F
叩
甘
え
2
g
o
g
n
Z
F

合
員
宮
殿

5
2
3
門
戸
市
一
一
巾
匂
o
z
t
f

宮
市
叩
二
」
g
t
g
t
o
コ
仏
己
印
R
E
v
・
M
3
R
H
p
h
喝
、
時
的
-
H

申
叶y
M
l
ω
・
(
リ
・
(
リ
白
由
同
O
円
f

-
白
色
由
"
立
法
的
託
宣
5
3
H
き

h
S
3
S
F
H
的
口
円
札
h
R
M
V
国
立
印
噌

r
z
L

由
吋
印
一

宮
-
E
n
E
F
ミ
き
g
m
s
s
h

町
内
H
g
E
b
.
S
匂
ミ
ミ
&
世
界
P
E
S
-
P

認
可
0
5
巾
呂
田
一
一
0
2
・

5
湿
な
ど
が
あ
る
。

(
5
)
』
・
匂
・ω同
号
タ
合

8
0
5
巾
卸
Q
E
骨
宮
内
O
ス
Y
S
M
S
E
E
-
き
て
H
M
-
u


HN

(6)(U

・広三

Iω
門『
EaLS

き

h曾紅白詰卸芦玄

28

・佐町

HqN33叉

shp

さ』
vbeh丸町噌同νR2・HUC同

J
匂・円×5・

6 2ー

ｧ2

言

語
の

現
象

学
と

擾
跡

の
時

間

一

言

語

的
な

も
の

の
制

度
化

を
考

え
る

に

あ

た

っ
て

、

メ
ルポ
ン



テ
ィ
が
フ
ッ
サ

l

ル
の
後
期
思
想
、
と
り
わ
け
『
幾
何
学
の
起
源
』

と
い
う
題
で
知
ら
れ
る
論
考

(
1
)
を
常
に
念
頭
に
お
い
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
制
度
化
と
い
う
一
言
葉

自
体
、
こ
の
論
考
に
頻
出
す
る
盟

5
5
m

と
い
う
用
語
の
翻
訳
で
あ

る
と
言
っ
て
も
よ
い
す
)
。
「
幾
何
学
の
起
源
』
へ
の
言
及
は
す
で
に

「
知
覚
の
現
象
学
』
に
見
ら
れ
、
ま
た
一
九
五
一
年
の
『
一
言
語
の
現
象

学
に
つ
い
て
』
と
題
さ
れ
た
発
表
で
も
、
も
う
少
し
詳
し
く
解
説
さ

れ
て
い
る
が

3
・
E
C
I
H
N
H
)
、
吋
現
象
学
の
限
界
に
立
つ
フ
ツ
サ

l

ル
』
と
題
さ
れ
た
一
九
五
九

1

一
九
六
0
年
度
の
鱗
識
に
お
い
て
は
、

ブ
ツ
サ
リ
ア

l
ナ
に
採
録
さ
れ
た
版
を
み
ず
か
ら
翻
訳
し
な
が
ら
、

ハ
イ
デ
ガ

1
言
語
論
と
の
突
き
合
わ
せ
も
含
め
、
丁
寧
な
コ
メ
ン
ト

を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
講
義
の
要
約
や
、
講
義
の
準
備
の
た
め
の

彼
自
身
の
未
刊
の
ノ

l
ト
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
ま
ず
制
度
化
概

念
が
メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ
ィ
の
現
象
学
に
と
っ
て
持
つ
意
味
を
確
定
し

て
い
こ
う
と
思
う
。

周
知
の
と
お
り
、
フ
ッ
サ

l

ル
の
こ
の
草
稿
は
、
理
念
的
客
観
性

の
朕
火
的
な
創
設
過
程
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
メ
ル
ロ

l
ポ
ン

テ
ィ
に
と
っ
て
は
、
「
知
党
の
現
象
学
』
か
ら
出
発
し
て
い
か
に
客
観

的
合
理
性
の
成
立
命
治
じ
う
る
か
、
あ
る
い
は
、
純
粋
に
論
理
的
な

世
界
と
身
体
的
・
感
性
的
川
凶
作
の
関
係
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、

と
い
う
こ
と
を
考
え
る

k
で
も
っ
と
も
山
市
一
な
出
発
点
の
一
つ
を
与

え
く
れ
る

F
ク
ベ
卜
。
め
る
。

ζ
ω

ー
に

E
l

し
な
が
ら
、
ル

ロ
ー
ポ
ン
テ
ィ
の
コ
メ
ン
ト
の
持
つ
特
徴
的
な
点
を
、
順
次
指
摘
し
て

い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ω

メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
の
コ
メ
ン
ト
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
幾

何
学
的
理
念
の
生
成
が
、
二
重
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

す
る
こ
と
に
あ
る
。
一
方
で
、
幾
何
学
は
、
首
尾
一
貫
し
た
シ
ス
テ

ム
と
し
て
理
念
的
統
一
体
を
形
成
し
て
い
る
が
、
他
方
で
、
そ
れ
は

人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
、
創
設
者

(
C
B
R
Z吋
)
の
意
識
空
間
の
中
で

あ
る
日
生
成
し
た
の
で
あ
り
、
一
定
の
伝
統
と
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
の

可
能
性
、
つ
ま
り
聞
か
れ
た
歴
史
と
を
備
え
て
い
る
。
メ
ル
ロ

l
ポ
ン

テ
ィ
の
課
題
は
、
非
時
間
的
な
意
味
の
シ
ス
テ
ム
と
、
出
来
事
の
歴

史
的
系
列
と
の
両
者
、
よ
言
語
学
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
|
理
念
的

な
共
時
態
と
経
験
的
な
通
時
態
と
の
両
者
を
と
も
に
説
明
で
き
る
よ

う
な
視
点
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、
幾
何
学
的
明

証
が
、
創
設
者
の
意
識
の
中
で
初
め
て
創
設
さ
れ
一
種
の
領
野
が
拓

か
れ
た
瞬
間
(
巴
日
正
門
g
m
)
と
、
そ
れ
を
取
り
上
げ
直
し

(
Z
R
Y


在
沖
E
m
)
、
シ
ス
テ
ム
の
中
に
統
合
し
て
い
く
操
作
自
足
笠
宮
包
ぬ
)

と
の
聞
に
、
「
奥
行
き
を
持
っ
た
歴
史
」
あ
る
い
は
「
生
成
す
る
理
念

性
」
と
も
い
う
べ
き
第
一
一
一
の
次
元
が
拓
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

(
月P
E
H
)
。
幾
何
学
に
お
け
る
意
味
は
、
「
明
白
で
文
字
通
り
の
意

味
」
の
ほ
か
に
「
あ
る
種
の
意
味
の
剰
余
」
(
月

n
・
5
H
)
を
備
え
て

お
り
、
そ
の
創
設
は
意
味
の
地
平
、
「
領
野
(
円

H
M
m
g
匂
)
」
(
河
口
・
5
H
)

-63-



の
創
設
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
地
平
の
内
部
で
あ
ら
た
な
主
題
が
生

み
出
さ
れ
た
り
取
り
上
げ
直
さ
れ
た
り
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
は
、
『
知
覚
の
現
象
学
』
で
す
で
に
獲
得
さ
れ
た
、
地
平

の
現
象
学
の
視
点
か
ら
の
フ
ッ
サ

1
ル
読
解
で
あ
る
。
彼
が
解
決
す

べ
き
問
題
は
、
こ
の
「
地
平
と
し
て
の
理
念
性
か
ら
、
ど
の
よ
う
に

し
て
か
純
粋
な
。
理
念
性
へ
と
移
行
す
る
か
」
(
〈

F
8
0
)
で
あ
る
こ

と
は
論
を
倹
た
な
い
。

こ
の
間
い
に
答
え
る
準
備
と
し
て
、
メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ
イ
は
、
フ
ツ

サ
リ
ア

1
ナ
澗
ぺ

l
ジ
犯
行
か
ら
抑
ぺ

l
ジ
ロ
行
ま
で
の
段
落
へ
の

コ
メ
ン
ト
(
立
で
、
フ
ッ
サ

l

ル
の
「
分
析
は
、
ニ
震
の
運
動
を
備
え

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
」
(
宮
伊
国
戸
司
戸
匂
・

5
E
m
)

と
述
べ
、
言

語
的
地
平
と
世
界
地
平
な
い
し
は
他
者
と
の
共
存
の
場
で
あ
る
人
類

と
い
う
地
平
の
あ
い
だ
に
、
相
互
的
な
基
礎
付
け
合
い
の
関
係
が
成

立
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
一
方
で
、
形
相
的
還
元

の
柿
川
水
戸
小
変
項
(
E
S
江
川
百
円
)
と
し
て
取
り
出
さ
れ
る
全
体
と
し
て

の
J
m

は
、
そ
こ
に
お
い
て
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
名
を
持
つ
」
(
河
口
・

5
f

口
戸
当

O
)
地
平
と
し
て
、
潜
在
的
に
「
表
現
可
能
な
も
の
」

の
地
平
合
形
成
し
、
こ
の
「
普
通
雷
語
」
の
共
同
体
に
よ
っ
て
人
類

は
、
聞
か
れ
た
無
限
の

(
g
門
出
。
印
)
地
平
を
確
保
す
る
、
と
プ
ツ
サ
ー

ル
は
述
べ
て
い
る
の
と
の
第
一
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
幾
何
学
者
の

思
考
は
、
言
語
的
な
伝
統
を
、
遺
産
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
」

(
河n
・
5
5

。
他
方
、
フ
ッ
サ

1

ル
は
、
こ
の
普
通
雷
語
そ
れ
自
体
が
、

反
対
に
「
人
類
と
い
う
地
平
に
所
属
す
る

L
(
口
P
8
U
)

と
も
述
べ

て
い
る
が
、
こ
の
第
二
の
観
点
か
ら
は
、
一
言
語
は
「
世
界
の
諸
事
象

(
]
命
的
。
町
。
括
的
己

C
B
O
D己
巾
)
を
か
公
共
的
な
も
の
。
に
す
る
」
(
河
口
・

5
5

役
割
を
担
う
の
で
あ
っ
て
、
幾
何
学
は
こ
の
い
わ
ば
雷
語
。
以

前
。
の
地
平
(
こ
う
し
た
表
現
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
次
説
で
論

じ
る
)
に
よ
っ
て
、
誰
に
で
も
妥
当
し
う
る
可
能
性
、
さ
ら
に
は
相

互
主
観
性
を
獲
得
す
る
可
能
性
を
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ
ィ
は
こ
う
し
て
、
言
語
的
地
平
と
世
界
地
平
が
絡

み
合
っ
て
い
る
な
耳
目
訂
作
少
〈
再
出

o
n
z
g
)
事
態
に
注
目
し
て
い

る
わ
け
だ
が
、
と
の
絡
み
合
い
を
反
省
的
に
ほ
ぐ
さ
ず
に
主
題
化
す

る
こ
と
に
、
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
の
解
釈
の
第
一
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
が

あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
フ
ッ
サ

l

ル
が
一
見
循
環
論
め
い
た

雷
い
方
を
し
て
い
る
の
は
、
本
質
を
取
り
出
す
反
省
の
眼
差
し
を
、

あ
る
時
は
雷
語
に
向
け
、
ま
た
あ
る
時
は
人
類
と
い
う
地
平
に
向
け
、

他
方
を
実
存
論
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
真
に
、
王
題

化
す
べ
き
も
の
は
、
本
質
と
事
実
と
い
う
ど
ち
ら
の
視
点
か
ら
も
逃

れ
去
っ
て
し
ま
う
事
態
な
の
で
あ
る

(
4
3
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ω

従

っ

て

、

理

念

性

の

立

ち

現

れ

と

い

う

出

来

事

を

捉

え

る

た

め

に

は

、

一

言

語

そ

の

も

の

の

機

能

が

考

え

直

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

メ

ル

ロ

ー

ポ

ン

テ

ィ

が

強

調

し

て

い

る

よ

う

に

、

主

観

的

な

明

証

性

が

、

意

識

空

間

を

離

れ

、

現

実

的

な

い

し

は

潜

在

的

な

他

者

の

誰



に
で
も
妥
当
す
る
意
味
と
し
て
確
立
す
る
の
は
、
創
設
者
が
言
語
的

に
語
り
を
行
う
時
、
す
な
わ
ち
「
機
能
(
司

S
E

芯
ロ
)
」(
C
P
句
。
)

と
し
て
の
パ
ロ

l
ル
を
発
す
る
と
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
で
見

ら
れ
た
か
ぎ
り
で
の
発
話
行
為
は
、
一
種
の
非
|
客
観
化
的
な
志
向

性
で
あ
り
、
客
観
的
対
象
の
定
立
を
基
礎
付
げ
る
は
た
ら
き
を
持
つ

言
語
で
あ
る

(
5
3歴
史
を
創
設
す
る
こ
の
パ
ロ

l
ル
が
発
せ
ら
れ
る

の
は
、
ま
さ
に
世
界
地
平
と
言
語
的
地
平
の
交
差
す
る
地
点
で
あ
り
、

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
パ
ロ
!
ル
は
、
「
い
ま
だ
語
ら
れ
た
こ
と
が
ら

で
は
な
い
」
「
我
々
と
こ
と
が
ら
と
の
沈
黙
の
ふ
れ
あ
い
」
(
〈

F
N
∞
同
)

を
表
現
す
る
言
語
と
し
て
立
ち
現
れ
る
と
と
も
に
、
あ
る
持
続
性
と

公
共
性
を
も
っ
た
空
間
を
創
設
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
メ
ル
ロ

l
ポ

ン
テ
ィ
は
、
初
期
以
来
「
語
り
つ
つ
あ
る
パ
ロ

1
ル
」
と
呼
ん
で
き

た
出
来
事
と
、
あ
る
種
の
自
律
性
と
法
則
と
を
備
え
た
シ
ス
テ
ム
と

を
同
時
に
思
考
す
る
可
能
性
を
見
い
だ
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ

、
つ
。ω

彼
は
こ
こ
で
フ
ツ
サ

l
ル
と
と
も
に
創
設
者
の
意
識
空
間
へ

と
ふ
た
た
び
遡
行
し
、
ト
仁
観
的
生
成
物
が
客
観
的
理
念
性
を
獲
得
す

る
過
程
の
時
間
的
情
冶
の
分
析
に
若
手
す
る
い

す
で
に
ん

J
d
7
0
川

ツ
ド

1
J

山

j

-

I

l

l

-

ｭ

・

ι
n，
e
'・
・

ー

l
J
i
l
t

+
μ
l
l
y


-

A

Z

U

人

的

I

M

P

.

-

A

l

i

p

は
い
1
t
j
h
L

tl

と

同

じ

観

念

を

、

今

日

思

考

し

て

い

る

と

い

う

確

信

が

得

ら

れ

る

の

は

、

昨

日

の

観

念

の

残

し

た

痕

跡

(

印

巳

仰

向

。

)

が

、

生

産

的

思

考

の

行

う

新

た

な

作

用

に

よ

っ

て

、

ぴ

っ

た

り

と

覆

わ

れ

る

か

ら

、

ま

た

は

覆

わ

れ

う

る

か

ら

で

あ

っ

て

、

こ

の

作

用

こ

そ

が

、

再

想

起

さ

れ

た

思

考

を

、

真

に

完

遂

す

る

の

で

あ

る

。

[

:

・

]

能

動

的

な

も

の

の

受

動

的

な

も

の

へ

の

蚕

食

(

巾

ヨ

匂

5

0

B

g

c

が

あ

り

、

ま

た

反

対

に

受

動

的

な

も

の

の

能

動

的

な

も

の

へ

の

蚕

食

が

あ

る

(

列

n

L

g

)

。

相

互

主

観

的

に

妥

当

す

る

客

観

的

意

味

と

し

て

基

礎

づ

け

ら

れ

る

以

前

に

、

創

設

者

の

意

識

空

間

の

内

部

に

お

い

て

理

念

的

実

在

は

、

再

想

起

に

よ

っ

て

、

反

復

可

能

な

同

一

な

意

味

と

し

て

、

創

設

さ

れ

る

こ

と

が

述

べ

ら

れ

て

い

る

わ

け

だ

が

、

こ

こ

で

注

目

す

べ

き

は

、

メ

ル

ロlポ

ン

テ

ィ

が

一

見

フ

ッ

サ

l

ル

の

テ

ク

ス

ト

を

忠

実

に

な

ぞ

り

な

が

ら

、

能

動

的

な

再

想

起

の

行

為

そ

の

も

の

よ

り

、

受

動

性

と

能

動

性

の

あ

い

だ

の

「

内

的

な

結

び

付

き

」

(

富

山

・

出

F

H

V

戸

。

.

5

)、

相

互

的

な

蚕

食

関

係

を

重

視

し

、

能

動

と

受

動

と

の

対

立

そ

の

も

の

に

先

立

つ

痕

跡

の

働

き

を

明

る

み

に

出

そ

う

と

し

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

一

次

的

な

も

の

は

、

能

動

と

受

動

と

の

「

重

な

り

合

い

b

R甲

山

富

岡

阿

・

『

R

2

2

R

ヨ
g
同

)

」

(

C

P
ヨ
O

)

E

、

の

ち

に

彼

が

キ

y

λ
ム

ど

川

町

ぶ

も

の

で

あ

り

、

そ

れ

こ

そ

が

、

能

動

的

構

成

作

用

の

間

れ

た

原

動

力

と

て

働

つ

つ

、

両

者

の

同

時

性

を

実

現

す

る

。

吋
ν

，
a円

い

明

、

‘'e
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同
様
に
創
設
者
と
他
者
と
の
聞
に
も
、
理
解
と
追
理
解
の
キ
ア
ス
ム

が
成
立
し
、
幾
何
学
的
実
在
の
相
互
主
観
性
を
保
証
す
る
。
正
確
に

言
う
な
ら
ば
、
発
話
者
に
対
し
て
、
他
者
が
他
者
性
を
備
え
た
対
話

者
と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
は
、
パ
ロ

l
ル
の
実
践
に
よ
っ
て
聞
か
れ

る
キ
ア
ス
ム
の
場
を
地
と
し
て
で
あ
っ
て
、
逆
で
は
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
「
二
言
語
を
実
際
に
運
用
す
る
際
に
、
能
動
性
が
そ
の
つ
ど
受

動
性
の
背
面
(
て
き
昨
日

8

お
)
で
あ
る
こ
と
を
、
自
己
が
、
お
の
れ

自
身
の
う
ち
で
経
験
す
る
」
(
同

n
・
5
印
)
時
に
、
つ
ま
り
言
語
的
意

識
が
、
自
己
と
自
己
と
の
差
異
に
直
面
す
る
と
き
に
、
理
念
性
は
立

ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。

理
念
化
の
過
程
は
こ
こ
で
完
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に

は
立
ち
入
ら
ず
、
こ
の
キ
ア
ス
ム
の
場
を
主
題
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
か
な
る
帰
結
が
生
じ
る
の
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
メ
ル
ロ

1
X
ン
テ
ィ
自
身
が
フ
イ
ン
ク
を
援
用
し
て
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
痕

跡
の
側
、
己
は
古
う
ま
で
も
な
く
、
能
動
的
再
活
性
の
可
能
性
そ
の
も

の
そ
品
川
か
し
、
現
在
と
過
去
と
の
聞
に
、
意
識
の
作
用
に
よ
っ
て
は

乗
り
越
え
が
た
い
「
裂
け
め
(
訟
の
E
2
2
)
」
(
河
口L
S
)
を
聞
か
ず

に
は
い
な
い
。
と
の
働
き
は
文
字
言
語
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
理

念
的
な
も
の
の
制
度
化
を
完
成
す
る
と
同
時
に
、
「
真
が
虚
の
可
能
性

と
は
別
に
は
規
定
で
き
な
い
こ
と
」
(
河

n
・
5
5

を
暴
き
出
す
わ
け

で
あ
る
が
、
と
と
か
ら
エ
ク
リ
チ
ュ
・

l

ル
の
思
想
を
取
り
出
す
こ
と

が
こ
こ
で
の
問
題
で
は
な
い
。
我
々
が
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、

能
動
と
受
動
と
の
時
間
的
な
か
さ
な
り
あ
い
が
、
す
で
に
言
語
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
す
て
つ
ま
り
パ
ロ

l

ル
と
は
、
言
語
的
世
界
の
内

部
で
、
意
識
が
自
己
と
の
差
異
に
直
面
し
た
と
き
に
穿
た
れ
る
裂
け

め
を
、
い
わ
ば
「
跨
ぎ
越
す
宏
之

m
E
Z
吋
)
」(
ω
υ
o
)こ
と
に
よ
っ

て
、
自
己
と
自
己
、
自
己
と
他
者
、
現
在
と
過
去
と
を
側
面
的
に
結

び
付
け
る
媒
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
自
身
が
制
度
化
概
念
に
つ
い
て
の
未
刊
の
ノ

ー
ト
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
以
上
に
述
べ
た
意
味
に
お
い
て
、
「
時

間
こ
そ
が
、
制
度
化
の
モ
デ
ル
で
あ
る
」
(
旦
。
だ
が
こ
こ
で
問
題
に
な

る
時
聞
は
、
内
的
時
間
意
識
の
分
析
の
対
象
と
な
る
時
聞
を
は
み
出

し
、
「
象
徴
的
母
体
(
自
己
ユ

2
∞
唱
B
E
-
-
oロg
)
[
ラ
カ
ン
]
の
一

つ
の
モ
デ
ル
」
(
〈
F
N
Nご
と
し
て
の
時
間
と
し
て
了
解
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ
ィ
が
追
求
す
る
の
は
、
象
徴
的
制
度
の
内

部
へ
の
歴
史
的
時
間
の
到
来
、
と
い
う
出
来
事
で
あ
り
、
こ
の
出
来

事
の
痕
跡
を
、
制
度
の
生
成
の
痕
跡
と
し
て
、
制
度
の
中
に
見
極
め

て
い
く
こ
と
な
の
で
あ
る
。

66-
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こ
う
し
て
我
々
は
、
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
と
と
も
に
、
言
語
的
地
平

と
世
界
地
平
の
絡
み
合
い
、
そ
こ
に
お
け
る
パ
ロ

l
ル
の
構
成
的
働

き
、
象
徴
的
母
体
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
時
間
的
な
キ
ア
ス
ム
と
い
う

三
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
が
フ
ッ
サ

l



ル
に
対
し
て
と
る
距
離
は
、
現
象
学
的
反
省
の
本
質
主
義
的
な
側
面

に
か
か
わ
り
、
そ
の
こ
と
は
や
が
て
、
一
九
五
九
年
の
フ
ッ
サ

l

ル

論
、
「
見
え
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の
』
の
超
反
省
論
や
本
質
論
な
ど

で
、
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
フ
ツ
サ

1

ル
の
試
み
の
。
失
敗
。
を
語
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
フ
ッ
サ

l

ル
の
試
み
の
徹
底
性
と
、
意
識
の
哲
学
の
困
難
と
の

両
方
に
意
識
的
で
あ
っ
た
メ
ル
ロ

1
ポ
ン
テ
ィ
の
課
題
は
、
意
識
の
哲

学
を
端
的
に
放
棄
し
、
諮
り
得
ぬ
深
淵
へ
と
埋
設
す
る
思
弁
哲
学
へ

と
回
帰
す
る
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
プ
ツ
サ

l

ル
が
、
意
識

の
「
裂
け
め
」
と
し
て
、
い
わ
ば
間
接
的
に
し
か
か
い
ま
み
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
キ
ア
ス
ム
の
次
元
を
、
現
象
学
的
反
省
の
厳
密
性

を
放
棄
す
る
こ
と
な
く
思
考
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
、

と
メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ
ィ
は
問
う
。
も
し
、
フ
ッ
サ

l

ル
の
本
質
直
観
の

方
法
が
、
「
肯
定
的
な
内
容
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
、
な
に

も
の
も
妥
当
性
を
持
ち
得
な
い
」

(
9
)
と
い
う
先
入
見
に
基
づ
い
て
い

る
と
す
る
な
ら
ば
、
制
度
化
と
い
う
出
来
事
を
、
後
に
「
肉
」
と
よ

ば
れ
る
的
存
制
的
傾
野
へ
の
「
差
異
の
到
来

(
S
S
O
B
O
E母
宮

内
出
向
骨g
B
)
」
〈
」
戸
町
O
)と
し
て
、
構
造
論
的
に
思
考
す
る
こ
と
が

可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
れ

こ
う
し
た
視
点
か
ら
、

A
f店
は
議
論
を
象
徴
的
な
構
造
そ
の
も
の

の
記
述
か
ら
は
じ
め
、
ー
で
こ
じ
山
米
引
の
瓜
跡
告
発
見
し
て
い
く
た

め
、
J
A凡

H
X

ユ
ノ

f

に
1
6

ソ

d
l

凡
説
併
合
検
討

4

る
よ

に
し
よ
う
。

註

(
1
)
何
回
ロ
g

ュ
・
尚
喜
町
、N
S
F
E
Z
-

回
目
指
-
H
u
s
-
B目ω
g
l
ω∞
∞

[
以
下
、
C
の
]
・
こ
の
草
稿
に
つ
い
て
は
、
デ
リ
ダ
や
リ
シ

l
ル
の
詳
し
い

注
釈
が
あ
る
が
己
・
ロ

R
1
E
-
営
守
口
、
突
き
誌
帥
同
国
ロn
m円y
h
g
比
四
怠
同

丸
町
E
R

ロ
ミ
H
R
E

ユ
m
・
2
H
H
U
F

冨
-
E
n
E円
・R
0
5
5
8
S
5

号

h
w
D
w
吐
諸
問

b
b
H
R
q

ミ
き

.
h
v
s
h
b

町
、
言

h叫
史
的S
h

丸
町
宮

、
言
き
塁
、
き
F
u
h
h
m
u
p
g
o
σ
]

巾
唱
は
3
5
巾
E
-
-
o
p
H申
由
。
)
、
本
稿
は
こ
れ

ら
と
は
独
立
に
論
述
を
行
う
。
ま
た
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
フ
ッ
サ

1

ル
思
想

の
転
問
点
を
み
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
野
家
啓
一
、
「
フ
ツ
サ

l

ル
現
象
学
の
臨
界
」
(
『
無
根
拠
か
ら
の
出
発
」
勤
草
書
一
庭
、
一
九
九
三
所
収
)

を
参
照
。

(
2
)

事
実
、
制
度
化
概
念
に
つ
い
て
の
講
義
で
、
と
の
概
念
を
定
義
し
た
筒

所
で
、
こ
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
(
云

ω

同
国E
J
U
-
g
。

(
3
)

こ
の
講
義
の
た
め
の
未
刊
の
ノ

l
ト
に
お
け
る
、

ζ
の
傾
所
に
つ
い

て
の
コ
メ
ン
ト
の
題
名
は
、
以
下
の
通
り

o
H
・
開
口
門
司
巾
一
白
門
間

(
〈
巾
円
安
川
円
芹
ロ
コ
間
)
一
口
・

F
白
口
四
回
開
巾
巾
同
町
民
国
内
吉
田
門
m
噂
同
ロ
・
円
白
口
問
白
m
m
m

仲

間
門
叶
巾
o
g
巾
口
門
田
町
・
(
ζ
ω・
出
円
、
司
戸
間

u・s
-
H
O
E
m
)

(
4
)

の
同
・ζ
ω
・
出
円
、
司
出
・
目
)
目
白
区
間

(
5
)

わ
同
窓
ω

甲
山
戸
甲
山
・
匂H
O笠
間

G
V

宮
内
r
g
同
μ

い
て
は
、
米
刊
の
ノ

l
ト
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て



い
る
。
《
ロ
巾n
r己
コm
u
E

巾
ロ
丘
町
口
即
位
。
ロ
仏
ピ
口
市
開
吋

N
巾
Z
m
w
g
悶
巾
門
己
巾
問
。
ロ

師
一
一
]
由
開
守

l
z
u

白
g
z
x
m
y
a
R
z
i片
品
目
即
日
立
巾
己
O
R
-ロ
』
白g
o
n
g巴
O
ロ
メ
g

m
g
J
t
c
一
自
由
一
印n
o
z
u
E問
守
ー
の
同
・
h山
〈o
n丘
一
o
ロ
門
宮
司
白
印
由
民
n
O
B
B冊
目g
回
目σ
一
タ

同W
H
d
u
音
色
一
一n
v
目
)
出
円
ぽ
〕
巾
胃
E
H
E
n
O
叶
宮

(
p
o
g
円
)
|
円
。
弓
叩
己
主
匂
巾
信
号

(
〈
色
合
吋
)
》(
ζ
ω
出
円
、
司
国
-
U
H
U
)

(
7
)

フ
ツ
サ

1
ル
に
つ
い
て
の
講
義
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
内
自
然
と
ロ

ゴ
ス
』
と
い
う
題
目
の
講
義
で
は
、
「
二
つ
の
側
簡
を
持
つ
」
身
体
性
の
分

析
に
よ
っ
て
、
人
間
の
身
体
を
、
「
自
然
的
象
徴
作
用
」
と
し
て
と
ら
え
る

可
能
性
が
、
精
神
分
析
を
援
用
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
(
問
。

-
Hミ
l
Z
O
)、

こ
の
視
点
か
ら
『
見
え
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の
』
の
キ
ア
ス
ム
概
念
を
続

み
直
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
我
々
は
別
の
と
こ
ろ
で
若

干
の
考
察
を
行
っ
た
。
《

F
・E
色
門
口
巴O
D
含

-
6
2
2
巾

n
y
a
p
白
巾
『
]
巾
由
巳
!

旬
。
ロ
ミY
5

司
・
出
巾
一
位
巾
円
宵
(
印

0
5
z
e

叶
・
仏
叩
)
・
ミ
ミS
R
t同U
S
マ
・
・
円
、
町

、
攻
守
的
口
も
宮
町
H
8
3
5
h
a
F
P
2
0
σ
}
P
E
E
-
(住
民
5
0
ロ
〈
円
一
口
)
・

3

・

M
印
ω
l
H∞
∞

{
目
)
参
考
の
た
め
、
後
統
す
る
部
分
を
含
め
て
転
記
し
て
お
く
。
《
|
一
芯

巾

門
符
巾
ヨ
匂
ヨ
印

g
仲
己
}
芯
巾
ヨ
。
仏
&
巾
]
芯
巾
ヨ
巾
ヨ
叩
【
己
凶
巾

Z
-コ
句
」
-
吉
ロ
印
弘
同
吾
一
芹
吉
門

r
z
戸
ロ
巳

M昆
門
巴

-
z
。
ロ
〈
欄
外
註
一n
巾
門
官
巾g凹
同z巾
門

門
仏
凶
巾
吋

-
ロ
一
門
。
口
-
仲
汁
江
←
ロ
ロ
巾
.
同
}
白
『
門
巾

D
Z」
]
白
巾
丹
市
一
口
印
門
-
門
口

m
-
-
]
同
己
目
巾
・
ニ
ロ
叩
匂
巾
己
同
匂
釦
凹
円
巾
凹
印
巾
吋

門
店
門
店
-
一
一
g
門
戸o
g
一
百
円
円
叩
宮
正
巾
印
門
E
ユ
一
巾
「
ロ
伺
印
門
戸
口
n
g
g
u
v


(
窓
ω
・
同
甲
山
間
労
句
円
)
・
ω
)

(
9
)
』
・3
円
九E
岨
片
道
きS
R
S
忍
h
p
H
E
m
s
q
唱
え
さe
A崎
町
周
忌h
g
潟
、
?

同
『
包
・
皆
同
町2
5

宮
『
開
・
〉
σ
5
8
凹
"
の
吋g
o
z
p
]

喜
一
-
o
p
H
u
s
-
U
H
H
N

・

ｧ3

「

隔

た

り

」

の

言

語

学

と

歴

史

的

時

間

の

到

来

お

そ

ら

く

一

九

五

一

二

年

1

一

九

五

四

年

の

講

義

で

す

で

に

詳

し

く

論

じ

た

か

ら

で

あ

ろ

う

か

、

メ

ル

ロlポ

ン

テ

ィ

は

、

制

度

化

概

念

に

つ

い

て

の

講

義

で

は

ソ

シ

ュ
1

ル

を

全

く

論

じ

て

い

な

い

。

し

か

し

前

者

の

講

義

の

要

約

の

末

尾

で

、

「

あ

ら

ゆ

る

パ

ロ

l
ル

の

出

生

証

書

と

し

て

の

制

度

化

の

本

性

」

を

論

じ

る

必

要

性

が

説

か

れ

て

い

る

こ

と

(

河

戸

色

ム
N

)、

ま

た

、

一

九

五

三

年

の

「

哲

学

を

た

た

え

て

』

で

、

ソ

シ

ュ
l

ル

一

一

一

国

語

学

が

、

「

個

人

の

制

度

へ

の

、

制

度

の

個

人

へ

の

現

前

」

を

主

題

化

し

た

こ

と

を

強

調

し

て

い

る

こ

と

(

何

沼

門

戸

)

な

ど

か

ら

見

て

も

、

制

度

化

概

念

を

練

り

上

げ

る

う

え

で

ソ

シ

ュl

ル

が

念

頭

に

置

か

れ

て

い

る

こ

と

は

、

間

違

い

な

い

と

考

え

ら

れ

る

。

と

こ

ろ

で

、

メ

ル

ロ

ー

ポ

ン

テ

ィ

に

よ

る

ソ

シ

ュ
1

ル

の

『

一

般

言

語

学

講

義

』

の

読

解

が

、

か

な

ら

ず

し

も

厳

密

で

な

か

っ

た

こ

と

は

よ

く

知

ら

れ

て

い

る

。

し

か

し

こ

こ

で

の

課

題

は

、

こ

の

読

解

の

正

当

性

を

、

吋

講

義

』

な

い

し

は

真

の

ソ

シ

ュ
l

ル

思

想

と

つ

き

あ

わ

せ

る

こ

と

で

論

じ

る

こ

と

に

あ

る

の

で

は

な

く

、

メ

ル

ロlポ

ン

テ

ィ

の

関

心

の

あ

り

か

を

、

前

節

で

問

題

に

し

た

言

語

の

現

象

学

の

延

長

で

理

解

す

る

こ

と

に

あ

る

。

そ

れ

と

並

行

し

て

、

吋

見

え

る

も

の

と

見

え

な

い

も

の

』

の

本

質

論

(

〈

円

-

E

N

l
ロ

ピ

な

ど

も

、

適

宜

参

照

す

る

こ

と

に

な

ろ

う

。

一

九

五

一

年

の

『

言

語

の

現

象

学

に

つ

い

て

』

と

題

さ

れ

た

発

表
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に
お
い
て
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
は
、
「
パ
ロ

l

ル
の
共
時
雷
語
学
と
ラ

ン
グ
の
適
時
言
語
学
」
と
い
う
区
別
を
、
論
の
出
発
点
に
お
い
て
い

る
お

L
0
3
。
こ
れ
が
用
語
上
誤
解
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
な
の

だ
が
、
そ
の
こ
と
の
指
摘
よ
り
む
し
ろ
、
こ
こ
で
現
象
学
的
関
心
に

由
来
す
る
パ
ロ
!
ル
の
問
題
が
、
共
時
態
す
な
わ
ち
言
語
的
な
シ
ス

テ
ム
の
問
題
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
ま
ず
住
目
し
た
い
。

「
世
界
の
散
文
』
の
な
か
の
、
後
に
論
文
化
さ
れ
る
と
き
に
削
除
さ
れ

た
部
分
を
併
せ
読
む
な
ら
ば
、
メ
ル
ロ
ポ
ン
テ
ィ
に
と
っ
て
、
パ
ロ

ー
ル
は
、
相
互
主
観
的
な
シ
ス
テ
ム
に
対
立
す
る
個
人
的
発
話
を
示

す
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
共
時
一
言
語
学
こ
そ
が
、
言
語
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
使
用
さ
れ
る
パ
ロ

l

ル
を
暴
き
出
す
操
作

と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ソ
シ
ュ

1

ル
の
功

績
は
、
十
九
世
紀
の
歴
史
主
義
的
な
一
宮
語
学
に
さ
か
ら
い
、
経
験
的

適
時
態
と
し
て
の
言
語
に
一
種
の
還
元
の
操
作
を
加
え
、
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
語
的
共
同
体
」
と
を
可
能
に
す
る
、
あ
る
秩
序
を

備
え
た
「
全
体
性
」
(
司
宮
い

ω
l
E
)を
明
る
み
に
出
し
た
こ
と
に
あ

る
。
従
っ
て
言
語
学
の
課
題
は
、
「
我
々
の
習
慣
を
転
倒
さ
せ
る
こ
と
」

に
よ
っ
て
、
「
語
ら
れ
た
言
語
の
下
に
、
働
き
つ
つ
あ
る
パ
ロ

l

ル
」

を
暴
く
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
暴
か
れ
た
パ
ロ

1

ル
に

お
い
て
は
、
「
語
は
、
密
か
な
生
を
生
き
、
そ
れ
が
持
つ
側
面
的
あ
る

い
は
間
接
的
な
意
味
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
、
結
令
し
た
り

分
服
し
た
り
す
ゐ
の
で
あ
る
。
た
と
え
刷
が
完
成
て

た
と
た
ん
に
、
こ
の
関
係
が
わ
れ
わ
れ
に
は
自
明
な
も
の
に
み
え
る

に
せ
よ
」
(
司
呂

b
s

。
こ
の
働
き
つ
つ
あ
る
パ
ロ

l

ル
は
、
経
験
的

言
語
に
比
べ
る
な
ら
ば
沈
黙
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
が
経
験
的
言
語

に
お
け
る
記
号
と
意
味
と
の
結
合
を
可
能
に
す
る
紐
帯
な
の
だ
か

ら
、
言
語
と
端
的
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
「
語
る
沈

黙
」
(
伊
印
∞
)
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
は
ソ
シ
ュ

l

ル
を
媒
介
に
、
現

象
学
に
由
来
す
る
い
わ
ば
考
古
学
的
な
視
点
と
、
構
造
論
的
な
視
点

と
を
和
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
で
は
言
語
シ
ス
テ
ム
と
い
う
制
度
は
、

い
か
に
し
て
理
念
的
意
味
を
創
設
す
る
パ
ロ

l
ル
と
い
う
出
来
事
を

は
ら
み
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
共
時
態
か
ら
出
発
し
て
、

い
か
に
歴
史
的
時
間
を
記
述
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題

と
、
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
後
期
思
想
に
お
い
て
撞
要
な
位
慨
を
占
め
る

「
隅
た
り
」
(
m
gユ
)
の
概
念
と
の
関
係
を
考
察
す
る
為
に
、
司
間
接
的

言
語
と
沈
黙
の
声
」
の
冒
頭
を
読
み
商
し
て
み
る
と
と
に
し
よ
う
。
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ま

メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ
ィ
は
こ
の
論

3

の
円
顕
で
、
皆
同
盟
問
が
、
記
号
の
示

差
的

2
5
2
E
a
c
m
)
な
シ
ス
テ
ム
を
な
す
と
と
、
そ
し
て
、
記
号
は
、

記
号
間
の
「
隔
た
り
(
骨

ω
ユ
ご
と
し
て
し
か
窓
味
を
持
た
な
い
こ
と

を
、
ソ
シ
ュ

1

ル
か
ら
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
第
一
に
挙
げ
て
い
る
が

a
h
g

、
と
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
箱
の
中
の
複
数
の
風

船
の
よ
う
に
純
粋
に
関
係
的
、
相
互
否
定
的
で
、
相
互
に
排
除
す
る



記
号
の
シ
ス
テ
ム
の
理
念
性
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
ソ
シ
ュ

l

ル

肉
身
が
、
言
語
的
記
号
は
「
概
念
と
聴
覚
イ
メ
ー
ジ
を
結
び
付
け
る

の
で
あ
り
」
、
「
聴
覚
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
物
質
的
な
背
、
純
粋
に
物
理

的
な
事
象
で
は
な
く
、
こ
の
音
の
心
的
な
刻
印
で
あ
る
」
と
記
す

と
き
、
そ
こ
に
カ
ツ
シ

1

ラ
!
の
ご
と
く
、
形
式
と
資
料
の
紡
合
の

理
念
性
と
実
体
に
対
す
る
関
係
性
の
優
位
性
を
説
く
こ
と
を
特
徴
と

す
る
『
シ
ン
ボ
ル
形
式
の
哲
学
』
を
正
当
化
す
る
も
の
そ
比
い
だ
す

こ
と
も
可
能
で
あ
る
宝
石
だ
が
少
な
く
と
も
『
知
此
の
現
象
学
』
以

来
、
カ
ッ
シ

l
ラ
!
と
の
対
話
の
中
で
哲
学
を
練
り
あ
げ
て
き
た
メ

ル
ロ
l
ポ
ン
テ
ィ
に
と
っ
て
ヲ
ス
記
号
の
示
差
性
と
い
う
事
態
は
、
雷

語
を
記
号
の
形
式
的
な
相
互
対
立
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
拠
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
言
語
的
シ
ス
テ
ム
の
理
念
性
、
客
観
性
を
取
り
出
す
こ

と
へ
と
誘
う
も
の
で
は
な
い
。
彼
が
「
隔
た
り
」
と
い
う
名
で
主
題

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
記
号
と
記
号
と
を
側
面
的
に
結
び
付

げ
る
と
と
も
に
、
一
つ
の
記
号
と
そ
の
意
味
の
結
合
そ
の
も
の
の
発

生
的
な
根
拠
で
あ
る
よ
う
な
、
概
念
的
操
作
に
先
立
つ
「
密
か
な
生
」

と
し
て
の
パ
ロ

1

ル
の
操
作
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
雷
語
シ
ス

テ
ム
は
、
形
式
的
排
除
の
統
一
体
と
し
て
よ
り
は
、
括
抗
し
な
が
ら

も
「
互
い
に
支
え
合
う
円
天
井
の
構
成
要
素
の
統
一
体
の
よ
う
な
共

存
の
統
一
体
」

3
・
8
)

と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
共
存
の
統
一
体
の
暴
露
は
、
ど
の
よ
う
に
発
生
の
問
い
と
構

造
の
問
い
と
を
和
解
さ
せ
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
メ
ル
ロ
ー
ポ
ン

テ
ィ
は
、
幼
児
の
最
初
の
音
素
習
得
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
例
に
説
明
し

て
い
る
。
彼
は
ま
ず
、
音
素
獲
得
以
前
の
晴
語
と
、
獲
得
さ
れ
た
音

紫
対
立
が
、
質
的
に
不
連
続
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
意
味

で
は
、
音
素
対
立
は
「
音
声
連
鎖
が
、
そ
れ
自
身
を
倦
む
こ
と
な
く

切
り
取
り
続
け
る
こ
と
」

3
・
臼
)
の
結
果
で
あ
り
、
自
律
し
た
言
語

シ
ス
テ
ム
の
純
粋
に
内
的
な
分
節
だ
り
が
問
題
に
な
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
習
得
と
い
う
場
面
に
お
い
て
、
こ
の
「
内
側
か
ら
し
か
聞
か

な
い
扉
」
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
領
域
に
、
幼
児
が
間
接
的
に

す
べ
り
こ
む
こ
と
が
・
で
き
、
「
相
互
的
な
差
異
分
化

(
仏
号
待g
z
巳
古
口
)
の
原
理
を
「
つ
か
み
と
り
』
、
同
時
に
、
記
号
の

意
味
を
も
獲
得
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

(
m
w印C
)
と
す
る
な
ら
ば
、

純
粋
な
言
語
的
世
界
と
言
語

8
以
前
。
的
な
世
界
と
の
臨
界
に
、
差

巣
の
到
来
と
い
う
出
来
事
が
主
題
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
幼
児
の
始
め
の
言
語
が
、
言
語
的
な
地

平
と
、

ρ
未
分
化
。
な
言
語
。
以
前
。
的
な
地
平
の
絡
み
合
い
の
場
に

立
ち
現
れ
、
幼
児
の
意
識
に
、
特
定
の
差
異
が
、
構
造
的
な
差
異
と

し
て
到
来
す
る
瞬
間
が
、
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
差
異
の
到
来
と
し
て
理
解
さ
れ
た
パ
ロ

l

ル
は
、
そ

の
到
来
の
瞬
間
に
お
い
て
、
未
分
化
で
前
個
体
的
な
地
平
と
、
構
造

化
さ
れ
た
地
平
と
の
両
方
に
、
二
重
の
レ
フ
ェ
ラ
ン
ス
を
備
え
て
い

る
。
差
異
は
、
あ
る
特
定
の
出
来
事
と
し
て
の
パ
ロ

l

ル
の
意
味
で

も
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
到
来
し
た
瞬
間
に
、
あ
る
共
存
の
体
系
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の
内
部
に
、
構
造
的
に
取
り
込
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
二
重
の
運

動
を
同
時
に
思
考
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
の
課
題
な

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
記
号
が
そ
の
起
源
に
お
い
て
、
レ
ヴ
ェ
ル
を
異

に
す
る
地
平
に
二
重
に
登
記
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
言
語
が
純
粋
に
シ

ス
テ
ム
と
し
て
内
的
分
節
を
行
う
こ
と
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
言
葉

な
き
幼
児
が
言
語
的
世
界
に
参
入
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
原
理
を
つ
か

み
と
る
こ
と
と
の
両
方
を
説
明
し
う
る
場
が
確
保
さ
れ
る
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
共
時
態
は
、
そ
こ
に
あ
る
特
定
の
分
節
を
通
じ
て
参

入
す
る
者
が
、
「
自
己
か
ら
自
己
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
受
け
取
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
種
の
学
習
を
行
い
う
る
場
を
本
質
的
に
は
ら
ん
で

い
る
。
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
、
理

念
的
な
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
心
理
学
的
な
「
体
験
」
(
〈
戸
目
印
)
を
持

ち
出
す
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
が
別
の
と
こ
ろ

で
、
古
典
的
心
理
学
の
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
現
代
言
語
学
に
お
い
て

は
説
明
的
価
値
を
持
た
な
い
こ
と
を
述
べ
、
言
語
的
世
界
と
情
動
的

世
界
の
質
的
必
見
を
強
調
し
て
い
る
(
河
口
・

ω
品
ω
∞
)
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
宮
町
帆
川
学
が
一
以
省
的
に
共
時
的
構
造
を
抽
出
し
、
そ
れ

を
シ
ス
テ
ム
へ
と
明
念
化

F
る
こ
と
じ
た
い
の
有
効
性
は
疑
わ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
彼
の
匂
小
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
連
続
的

で
目
的
論
的
令
川
魚
刊

ω
州
判
?
、

L
m心
部
汁
的
役
分
加
が
、
そ
れ

を
統

A
H
r
，
。
J

版
制
M
l
]
j
り
魚
山
内
的
令
。
制
瓜
へ

t
内

l
h
B
帥
'

g
m
o
)」
(
〉
口
"
おω
)す
る
と
き
に
、
一
種
の
ゆ
ら
ぎ
の
時
|
空
聞
が

現
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
部
分
と
全
体
が
循
環
す
る

こ
の
「
問
い
か
け
」
(
司

Z
・
口
∞
)
を
は
ら
ん
だ
場
に
お
い
て
の
み
、

意
識
は
差
異
に
、
構
造
的
差
異
と
し
て
た
ち
あ
い
、
新
た
な
意
味
を

言
語
の
意
味
と
し
て
学
び
う
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
相
互
排
除
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
言
語
そ
れ
じ

た
い
、
こ
の
パ
ロ

1
ル
と
い
う
出
来
事
の
「
結
果
」

3
・
g
)
と
考
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
正
確
に
言
え
ば
、
理
念
的
な
シ

ス
テ
ム
の
制
度
化
は
、
パ
ロ

l
ル
が
透
明
な
記
号
と
意
味
と
の
関
係

を
設
立
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
お
の
れ
の
働
き
を
み
ず
か
ら
隠
蔽
す

る
こ
と
に
も
と
づ
く
一
種
の
仮
象
、
遡
行
的
な
錯
覚
で
あ
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る

Z

。
記
号
聞
の
関
係
を
否
定
的
関
係
と
捉
え
る
こ

と
も
、
こ
の
仮
象
の
一
貫
で
あ
る
が
、
あ
え
て
否
定
と
呼
ぶ
と
し
て

も
、
意
識
の
無
化
作
用
の
相
関
物
で
あ
る
よ
う
な
欠
如
と
し
て
の
否

定
で
は
な
く
、
む
し
ろ
過
剰
な
意
味
と
無
意
味
の
地
平
に
関
係
す
る

よ
う
な
「
自
然
的
な
否
定
性
」
(
〈
戸
N
苫
)
と
で
も
い
う
べ
き
否
定
で

あ
る

(
5
3
こ
れ
は
理
念
化
に
先
立
つ
、
な
に
や
ら
神
秘
的
な
総
合
作

用
を
持
ち
出
す
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
諸
現
象
を
超
時
間
的
・
超

空
間
的
に
支
配
す
る
概
念
的
意
味
に
対
し
て
、
自
然
的
な
事
実
や
、

情
念
的
で
非
合
理
的
な
本
質
を
持
ち
出
す
こ
と
で
も
な
い

(
Q
・
〈
戸

店
h
y
M
M
S。
間
閣
は
、
構
造
論
的
次
元
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

け
間
的
意
開
の
瑚
念
化
の
燥
作
そ
の
も
の
を
背
面
か
ら
支
え
る
操
作

一 71



を
あ
ば
く
こ
と
、
つ
り
桝
成
的
意
識
に
と
っ
て
は
痕
跡
と
し
か
現

前
し
必
い
泣
鋭
の
到
来
の
場
を
、
言
語
の
自
己
関
係
の
場
と
し
て
、

構
造
的
に
理
解
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
視
点
か
ら
見
た
と
き
、

差
異
と
し
て
の
意
味
は
、
分
節
が
到
来
す
る
以
前
の
次
元
に
根
を
持

ち
つ
つ
、
そ
れ
を
統
合
す
る
こ
と
に
な
る
構
造
に
も
水
平
的
に
関
係

す
る
、
「
現
象
横
断
的
な
(
門
店
ロ
省
広
ロ
o
g
m
g
一
)
」5

本
質
と
し
て
、

理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
概
念
的
本
質
で
も
個
体
的

事
実
で
も
な
い
と
の
パ
ロ

l
ル
の
窓
味
は
、
諮
記
号
が
措
抗
し
な
が

ら
共
存
す
る
統
一
体
を
一
種
の
「
軸
(
同

u
F
H
U
Z
o
C
」
(
〈F
H
Z
)

な
い
し
は
「
骨
組
み

(
B
O
H
H

】σ
2
5
)」
(
〈
戸N
寸
ω
)
と
し
て
支
え
る
、

「
働
き
つ
つ
あ
る
本
質
」
(
〈
戸
店
∞
)
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
本
質
の
相
関
者
で
あ
る
パ
ロ

l

ル
の
発
話
主
体
自
体
、

言
語
的
構
造
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
構
造
を
記
号
の
否
定
的

な
シ
ス
テ
ム
と
と
ら
え
る
こ
と
は
、
主
体
の
理
念
化
と
い
う
操
作
の

働
く
場
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
言
語
学
者
の
操
作
と
言
語
学

の
科
学
性
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ
ィ
の
パ

ロ
ー
ル
概
念
は
、
主
体
が
自
由
な
構
想
力
の
働
き
に
よ
っ
て
構
造
を

否
定
す
る
、
と
い
っ
た
議
論
に
は
無
縁
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
差
異
が

到
来
す
る
と
い
う
出
来
事
が
生
起
す
る
の
は
、
発
話
者
な
い
し
聴
取

者
が
、
言
語
の
内
的
な
分
節
に
身
を
接
ね
て
、
遊
具
の
到
来
の
場
に

立
ち
会
っ
た
結
果
、
言
語
的
世
界
の
二
重
の
運
動
に
「
渦
巻
き
の
よ

う
に
」

3
・
臼
)
巻
き
込
ま
れ
、
マ
」
と
が
ら
が
ふ
と
替
わ
れ
て
し
ま

ぃ
、
ふ
と
思
考
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」

3

・
N
3

時
な
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
能
動
的
な
構
成
的
意
識
と
い
う
も
の
は
、
言
語
の
内
的
分

節
が
産
み
出
す
「
繭
た
り
の
頂
点
」
(
〈
戸
立
印
)
す
ぎ
ず
、
そ
れ
が
構

成
す
る
理
念
的
意
味
と
同
様
、
現
象
の
全
体
の
運
動
の
派
生
体
な
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
発
話
主
体
、
聴
取
者
、
両
者
に
共
通
す
る
コ
ン

テ
ク
ス
ト
、
そ
し
て
そ
こ
で
伝
達
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
た
カ

テ
ゴ
リ
ー
そ
の
も
の
が
、
パ
ロ

l

ル
の
拓
く
問
い
か
け
の
場
か
ら
出

発
し
て
、
考
え
置
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

7
3

こ
の
よ
う
に
、
隔
た
り
の
言
語
学
は
、
あ
く
ま
で
言
語
の
自
己
関

係
を
分
析
し
な
が
ら
、
そ
の
自
己
と
自
己
と
の
差
異
の
場
に
、
出
来

事
の
発
生
の
場
を
見
極
め
る
操
作
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
メ
ル
ロ

l
ポ

ン
テ
ィ
に
と
っ
て
、
発
生
の
聞
い
と
構
造
の
問
い
は
矛
盾
し
た
も
の

で
は
な
く
、
パ
ロ

1
ル
と
い
う
一
つ
の
出
来
事
の
二
つ
の
側
商
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一 72-

こ
う
し
て
メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ
ィ
は
、
構
造
と
出
来
と
を
岡
崎
に
思

考
し
う
る
次
元
を
、
ソ
シ
ュ

l
ル
の
隔
た
り
の
欝
語
学
の
な
か
に
模

索
す
る
。
次
に
、
あ
く
ま
で
替
賠
的
世
界
の
内
部
に
生
起
す
る
出
来

事
と
し
て
の
パ
ロ

i
ル
の
怒
味
が
、
同
時
に
世
界
そ
の
も
の
の
意
味

と
し
て
立
ち
現
れ
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
言
語
が
、
「
あ
る
種
の
対

象
を
め
ざ
す
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
様
式
」
(
戸
店
。
)
と
し
て
、
「
な
に
か

を
意
味
し
、
な
に
か
を
語
る
」
(
印

L
E
)

能
力
を
備
え
て
い
る
こ
と



と
、
記
号
の
示
差
性
と
の
関
係
を
、
解
明
し
て
み
よ
う
。

記
号
の
悉
意
性
に
関
す
る
、
パ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
の
ソ
シ
ュ

l
ル
批

判
を
想
起
す
る
ま
で
も
な
く
、
と
う
し
た
問
題
の
立
て
方
に
た
い
し

て
は
す
ぐ
に
、
精
神
と
世
界
、
言
語
と
現
実
と
の
関
係
と
い
う
哲
学

的
問
題
を
言
語
学
に
持
ち
込
む
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
反
論
が
予
想

さ
れ
る

E
)
。
だ
が
問
題
は
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
言
語
が
、
あ
く
ま

で
純
粋
に
内
的
な
分
節
に
よ
っ
て
趨
越
的
な
意
味
を
立
ち
現
す
こ

と
、
「
わ
れ
わ
れ
を
、
お
の
ず
か
ら
構
造
の
も
う
一
つ
の
側
面
に
、
つ

ま
り
そ
の
受
肉
へ
と
送
り
こ
む
」

3
・
E
∞
)
こ
と
に
あ
る
一

[
言
語
の
]
不
透
明
性
、
そ
の
執
助
な
ま
で
の
自
己
参
照
(
芯
獄
門
・

8
の
ゆ
)
、
自
己
自
身
へ
の
還
帰
と
折
り
返
し
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

こ
そ
が
、
言
語
を
、
精
神
的
に
能
力
に
す
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
言
語
が
今
度
は
一
つ
の
世
界
の
よ
う
な
も
の
と
な
り
、

事
象
そ
れ
自
身
を

l
言
語
の
意
味
に
変
え
て
か
ら
|
言
語
の
内

部
に
宿
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る

3
・
2
)
。

よ

ω

よ
ろ
に
、
メ

J
H
l
小
ン
ナ
ィ
に
と
て
、
記
号
体
系
の
側
耐

性
は
、
組
端
的
合
成
峠
の
判
決
ん
い
う
山
米
引
と
災
拠
一
併
で
あ
り
、

「
構
造
は
、
ャ
ス
.
，

A
ω
y
J

〈
、
・

3
ω
m
t
v

持
、
J
C

い
る

t
ω


E
叶
)
。
た
し
か
に
、
附
山
市
げ
れ
が
、
内
的
伐
制
川
ム

γ
川

J
シ
，
〈

を
打
む
ハ
げ
ど
、
ぞ
れ
や
削
州
制

L
W
M
刊
什
1
C

い
〈
ょ
に

J

C
、 J、

シ
ス
テ
ム
の
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
さ
ま
た
げ
る
も

の
は
な
に
も
な
く
、
ま
た
、
象
徴
的
構
造
が
、
対
象
の
対
象
性
に
対

し
て
構
成
的
に
働
く
こ
と
は
み
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
制
度
は
、
象
徴
的
な
も
の
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
還
元

さ
れ
な
い
隔
た
り
の
場
を
つ
ね
に
は
ら
む
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ

そ
の
隔
た
り
の
場
に
お
い
て
「
事
象
そ
れ
自
身
」
が
到
来
す
る
と
、

言
い
う
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
彼
は
、
別
の
文
脈
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
が
な
い
と
し
た
ら
事
象
や
過
去
の
経
験
が
無
に
帰
し
て
し

ま
う
(
吉
ヨ

σ
R
帥
N
m
g
)も
の
で
あ
る
隔
た
り
は
、
事
象
そ
の

も
の
、
過
去
そ
の
も
の
へ
の
開
在
性
で
も
あ
り
、
そ
の
隔
た
り

が
、
事
象
や
過
去
の
定
義
の
う
ち
に
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
(
〈

F
5
2

。

73

従

っ

て

、

メ

ル

ロ

l
ポ

ン

テ

ィ

に

と

っ

て

は

、

母

国

語

シ

ス

テ

ム

と

そ

の

外

部

の

現

実

と

の

関

係

が

、

取

り

決

め

に

よ

る

か

、

自

然

的

か

、

と

い

っ

た

古

典

的

な

聞

い

は

問

叫

に

な

ら

な

い

す

芯

な

ぜ

な

ら

ば

現

実

的

経

験

と

か

シ

ス

テ

ム

と

か

い

ウ

た

慨

念

が

意

味

を

持

つ

の

も

、

バ

け

ル

の

附

〈

脳

会
P
慮

す

る

と

と

か

ら

で

あ

っ

て

、

逆

で

は

な

い

か

ら

で

必

る

。

い

い

か

え

れ

ば

、

も

し

パ

ロ

l

ル

が

シ

ス

テ

ム

の

外

川
4
般

へ

の

出μ
を

、

内

側

か

ら

聞

い

て

い

な

か

っ

た

な

ら

ば

、



j f,

l

i
l!

i
-

1i

i
ll

言
語
の
内
部
と
外
部
し
た
向
い
そ
の
も
の
が
意
味
を
持
た
な
い

で
あ
ろ
う
。
絵
削
を
つ
沈
黙
の

u
表
現
様
式
と
し
て
現
さ
せ
る
」
(
司
冨

U

5
3

の
も
、
奮
闘
語
的
制
度
の
カ
に
よ
る
の
で
あ
る
し
、
ま
た
プ
ル

1

ス
ト
に
つ
い
て
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
語
る
こ
と
、
あ
る
い
は
普

く
こ
と
と
は
、
た
し
か
に
一
つ
の
経
験
を
表
現
す
る

l

翻
訳
す
る

(
マ
ミ
ミ
ミ
)
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
経
験
は
そ
れ
を
呼
ぴ
超
と
す

パ
ロ
!
ル
に
よ
っ
て
の
み
テ
ク
ス
ト
と
な
る
よ
う
な
経
験
な
の
で
あ

る
」
(
河
口
"
色
)
。
つ
ま
り
言
語
的
シ
ス
テ
ム
が
、
パ
ロ

1
ル
と
い
う

出
来
事
を
内
部
に
は
ら
む
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

我
々
は
共
時
的
シ
ス
テ
ム
を
、
雷
語
的
世
界
と
沈
黙
の
世
界
と
の
構

造
的
な
絡
み
合
い
の
場
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
さ
ら

に
そ
の
結
合
の
様
態
を
標
定
す
る
規
準
を
も
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

パ
ロ

1
ル
と
い
う
出
来
事
は
し
か
し
な
が
ら
構
造
内
部
の
出
来
事

で
あ
る
限
り
、
ま
っ
た
く
無
秩
序
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
す
で

に
制
度
化
し
た
雷
語
規
範
か
ら
の
逸
脱
と
し
て
、
構
造
の
内
部
に
一

種
の
「
一
般
的
歪
み
」
(
〈
F
H
包
)
を
引
き
起
こ
す
も
の
で
は
あ
る
が
、

問
時
に
構
造
に
潜
在
す
る
規
則
の
シ
ス
テ
ム
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
構
造
の
可
能
性
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

さ構
れ造

て* II
は集

い合
ず体

シ

ス

テ

ム

。

だ

が

そ

の

原

理

は

、

外

に

分

離

ス

タ

イ

ル

と

し

て

、

首

尾

一

貫

し

た

変

形

と

~ I

し
て
、
あ
る
種
の
不
在
と
し
て
し
か
現
出
し
な
い
。

(
印
仲H
d
n
E
5
1
8
招
E
E
P

昌
弘
巾
g
p

目
印
目
的
色
。
ロ
こ
何
回
】
ユ
ロ


n
F旬
。
ロ
ゲ
凹
円
円
面
白
色

m
m
B
1・
2
R

者
向
)
釦
吋
白
山
門
心
ロ
巾
の

O
B
B
∞
丸
山
、
}
命

。
ロ
島
町
O
ロ
ロ
ω
同
一oロ

n
o
y
m叶2
M
g切
の
。
ョ
B
m
c

ロ
0
2
H
A
m
-口
。

与
凹
2
2
(

呂
印
・
司
一
勺
日
戸
z
n
o
ロ
門
山
口ω
2
5

訟
の
命
日σ
『0
・
匂
・

ω
ω
)
・

共
時
言
語
学
が
、
雷
語
的
制
度
を
差
異
の
体
系
と
し
て
記
述
す
る

こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
理
念
化
し
、
そ
れ
ら
を
階
層
的
な
秩

序
に
組
み
立
て
る
こ
と
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
言
語
と

い
う
制
度
の
内
部
に
、
あ
る
不
在
、
あ
る
沈
黙
と
し
て
の
み
間
接
的

に
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
出
来
事
の
痕
跡
を
、
世
界
そ
れ
自
身
の
わ
れ
わ

れ
へ
の
立
ち
現
れ
の
生
成
の
過
程
と
し
て
捉
え
る
と
と
で
も
あ
る
の

で
あ
る
。
雷
語
学
を
一
種
の
反
省
と
考
え
る
な
ら
、
『
見
え
る
も
の
と

見
え
な
い
も
の
』
の
次
の
一
節
は
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
一
「
反
省
が
、

世
界
へ
の
信
念
を
宙
吊
り
に
す
る
の
は
、
そ
れ
を
見
る
た
め
、
世
界

が
、
わ
れ
わ
れ
の
世
界
と
し
て
生
成
す
る
た
め
に
辿
っ
た
路
を
、
世

界
の
中
に
読
む
た
め
な
の
だ
〔
:
山
反
省
は
、

ζ
の
前
論
理
的
な
結

合
を
語
る
た
め
に
語
を
用
い
る
の
で
あ
る
」
(
〈

F
E
)
。
こ
う
し
て
き
悶

語
学
的
な
反
省
は
、
沈
黙
の
世
界
そ
の
も
の
の
、
あ
る
度
合
い
と
ス

タ
イ
ル
を
備
え
た
、
構
造
的
な
現
出
の
主
題
化
と
し
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
世
界
を
「
見
る
」
こ
と
で
あ
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る
と
同
時
に
、
そ
の
現
れ
が
す
で
に
言
語
的
構
造
と
関
係
す
る
が
ゆ

え
に
、
世
界
を
「
読
む
」
こ
と
で
も
あ
り
、
知
覚
的
で
あ
る
と
同
時

に
解
釈
学
的
な
作
業
な
の
で
あ
る
(
叩
)
。

*

*

同
様
の
こ
と
は
シ
ス
テ
ム
と
世
界
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
あ
る

シ
ス
テ
ム
と
そ
の
過
去
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
メ
ル
ロ

l
ポ

ン
テ
ィ
は
し
ば
し
ば
共
時
態
を
瞬
間
的
な
も
の
と
考
え
な
い
こ
と
、

共
時
と
通
時
の
区
別
自
体
疑
問
な
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
江
主
こ
の
こ
と
は
雷
語
的
構
造
が
ニ
つ
の
顔
を
持
つ
こ
と

と
、
類
比
的
な
事
実
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
自
己
言
及
的
で
示
差
的

な
シ
ス
テ
ム
が
、
そ
れ
自
体
の
中
に
、
決
定
不
可
能
な
事
象
そ
の
も

の
を
は
ら
む
こ
と
が
で
き
る
の
と
同
様
、
共
時
的
な
構
造
は
、
一
度

反
省
に
よ
っ
て
括
弧
に
入
れ
ら
れ
た
経
験
的
通
時
態
の
真
理
を
最
発

見
す
る
た
め
に
、
過
去
の
表
現
世
界
の
使
い
古
さ
れ
た
「
残
浮
」
を
、

「
内
的
に
」
(
可
冨

w
印
O
)
取
り
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
言

語
的
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
課
題
は
、
過
去
の
出
来
事
の
痕
跡
が
、
過

去
と
し
て
創
出
す
る
稲
野
を
聞
き
、
現
在
と
過
去
と
の
内
的
な
接
合

を
実
現
す
る
と
と
に
あ
る

U

ー
各
瞬
間
に
お
け
る
共
時
的
シ
ス
テ
ム

は
、
な
ま
の
出
来
耶
が
す
べ
り
込
む
裂
け
目
を
そ
な
え
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

G
・
5
g
o

共
時
的
シ
ザ
へ
P

ム
的

h
uか

v
y
h
M

れ
る
附
間
以

た

'
Lな
る
!

実
的
な
過
去
の
時
間
で
も
、
現
在
の
視
点
か
ら
理
念
化
し
、
統
合
し

う
る
よ
う
な
過
去
で
も
な
い
、
そ
の
意
味
で
ほ
と
ん
ど
無
意
識
的
な
、

「
不
可
能
な
過
去
」
(
〈
F
E
h
)
で
あ
り
、
つ
ね
に
す
で
に
あ
る
世
界

の
時
間
と
し
て
、
「
神
話
的
過
去
」
(
〈

F
S
)
と
し
か
い
い
よ
う
の
な

い
よ
う
な
時
間
で
あ
る
。
し
か
し
雷
語
的
シ
ス
テ
ム
を
現
在
と
過
去

の
あ
い
だ
を
内
的
に
分
節
す
る
媒
体
と
し
て
と
ら
え
る
の
な
ら
、
言

語
学
は
、
差
異
と
し
て
の
過
去
が
シ
ス
テ
ム
に
到
来
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
様
態
を
、
「
世
界
の
出
来
事
の
リ
ズ
ム
(
ペ
ギ

l
)
」
(
〈
F
N
S
)と

し
て
聴
き
、
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
理

解
さ
れ
た
言
語
的
シ
ス
テ
ム
は
、
歴
史
的
時
間
と
自
然
的
時
聞
が
側

面
的
に
絡
み
合
う
場
で
あ
り
、
時
間
は
、
不
可
能
な
過
去
が
結
晶
化

す
る
象
徴
的
母
体
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る

2
3

註

(
I
)
司
・
骨

E
S
E
R
-
P
R
a
n
同
町
芯
緒
言
忌
H
h
h
h
芯
号
む
た
ん
仏
・

円
日
告
巾
買m
u
R
m巾
日
}
同
門
叶
ロ
ロ

O
門
同
市
宮
釦
己
円

0
・
H
由
p
u
u

∞

(
2
)
何
回
の
白
出
田
町
句
人
間
E
n
z
z
一
百Z
S
P
A
O也
市
吋
三
一
コ
哲
一
目
立

B
Y

モ
口
五

H
U
A
F
m
.

ロ
。
]
「
℃
]
戸
H
A
H
-

(
3
)
(
リ
同
句
同J
H
品
、
下
ι
i
H
A

∞
一
日
出
の
句
】
ω
口

(
4
)

と
の
点
に
つ
い
て
は
、
〈

F
M
2
i呂
町
・
2
?
3
a
L
N
-
参
照
。

〈
日
}
ボ
山
定
と
法
制
鴻
の
は
陀
仰
に
つ
い
て
は
、
」

i
m，

C
o
S

丘

b
h
R
2
3
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~
リ
侭
夜
、
町
a

品
旬t
z
m
p
E
『
3
・
5
5
n
z
一
R
r
・
5
g
・
u
-
a
u
(
U
U
m
-
2
N
P

P
M
司
令
書
お
旬
、
河
令
m
R
S
F
同
u
R
F
司
C
明
J
5
2
・
3
N

由
N
I
N
E
-
ア
ン

リ
・
マ
ル
デ
ィ
ネ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
の
言

語
論
は
、
ソ
シ
ュ

l

ル
言
語
学
よ
り
も
、
言
語
的
シ
ス
テ
ム
内
部
に
合
窓
さ

れ
た
時
間
(
Z
S
B
冨
吉
6
-
s
c
m
)
と
そ
の
展
開
の
様
態
を
分
析
す
る
、
G


ギ
ョ

l
ム
の
そ
れ
に
近
い
。
。
同
国
・
沼
恒
E
Z
M
〉
《
(
U
Y
伸
一
円
m
w門
認
可
σ
巾
仏
国E

S
U
E
E
印
O
H
)
}
弘
司
仏
巾
宮
内
ユ
g
c
l
同
M
O
ロ
ミ

Y

山
口
〉
，
、
叶
円
吉
弘
m
E
2
r
白

(
叶m
E
n
B
R
)噌
h
s
尋
問
h
h
句
、
宮
詑
1
3
S
9
E
3
s
s
宮
町
同
月
九
同
町
ロ
雪
下

同
九
日
回
口
P
E
σ百
七

-
g
-
お
よ
び
同
じ
著
者
の
、
み
提
言
丸
町
E
b
凶
諸
内
定
問

同
町
h
同
句
、
担
問
足
、
a
h
出
向
除
、
同
講
師
h
n
E
g
R
g
p
〉
岡
市
印
門
H
U
F
O
B
g
p
H
U
叶
印
・
3
・
印

I
ω
c

(
6
)
こ
の
語
は
、
制
度
化
概
念
に
つ
い
て
の
講
義
で
、
別
の
文
脈
で
使
わ
れ

て
い
る
の
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
ブ
ル
ー
ス
ト
の
嫉
妬
の

分
析
を
題
材
に
、
「
愛
の
現
象
横
断
的
な
現
実
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
(
宮
ω


H
民
間ν同
Y
匂
-
M
叶
)
。
こ
こ
で
記
述
さ
れ
て
い
る
事
態
は
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
が
、
ギ

ヨ
|
ム
と
と
も
に
し
ば
し
ば
援
用
す
る

G

・
シ
モ
ン
ド
ン
が
、
「
個
体
化
」

(
一
昆
在
岳
民
一
O
ロ
)
と
呼
ん
だ
も
の
に
相
当
す
る

o
Q
-

。
・
ω
5
0
昆
o
p

円
三
九
九
常
生
命
宮
司
h
s
，
h
b
A
H

魚
肉
H
S
S

♀
.
英

E
ユ
m
ふ
ロ
σ
-
2
・
5
2
・
シ

モ
ン
ド
ン
と
メ
ル
ロ
ー
ポ
ン
テ
ィ
を
統
一
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み

と
し
て
は
、
]
の
白
吋
巾
}
}
r
h
~
い
て
き
旬
宮
崎
、
遠
g
a
h
p
の
お
き
σ
}
巾
"
』
e
a
o
g
巾

ロ
A
5
2
・
5
2
所
収
の
緒
論
文
を
参
照
。

(
7
)
(
リ
同
〈
戸
広
N
M
N
D
N

(
8
)
開
∞
巾
ロ
〈
巾
巳
∞
F
《
Z
R
Z
吋
Z
5
-
m
z
-
E
m
H
江
田
広
告
ら

L
ロ
守
口
守
』
言
問
的

h
同
町
N
H
Z
h
判
定
a
S
H
A
h
h
宮
旬
、
白
h
n
L
O
同
}
]
吉
田
丘
n
o
二
寸
巾

-
Y
匂
・
印
N
こ
の
論

文
を
手
が
か
り
に
メ
ル
ロ
ー
ー
ポ
ン
テ
ィ
に
お
け
る
窓
意
性
の
問
題
を
論
じ

た
も
の
と
し
て
、
加
賀
野
井
秀
て
「
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
と
言
一
割
聞
い
世
界
容

院
、
一
九
八
八
、
3
・
H
g
以
下
が
あ
る
。

(
9
)

ホ
イ
ッ
ト
ニ

1

に
お
い
て
は
、
言
語
的
制
度
が
、
取
り
決
め
と
自
然
と

の
古
典
的
対
立
で
思
考
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
そ
れ
に
発
想
を
受
け
た

ソ
シ
ュ

1

ル
の
制
度
論
、
と
り
わ
け
「
ラ
ン
グ
を
他
の
す
べ
て
の
諸
制
度
か

ら
根
本
的
に
区
別
す
る
」
性
格
と
し
て
の
窓
怠
性
の
原
理
に
お
い
て
は
、
こ

の
対
立
が
乗
り
越
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
。
・
Z
2
5
2
P

《
円
R
E
円
同
白
色
『
巾
門
古
色
句
百
円
。
ョ
百
四
1
M
m
ロ
O
B
巾
ロ
巾
仏

m
w円
四m
u
-
同
n
m
g
巾
口
同
y

b
N
P
H
旨

S
H
h
n
p
ロ
O
H
N
-
ぽ
〈
-
H
U
F
3
・
H
C
U
H
N
∞
を
参
照
。
ま
た
デ
リ
ダ

も
、
ソ
シ
ユ
|
ル
の
「
制
度
」
と
い
う
諾
が
、
古
典
的
諸
対
立
の
シ
ス
テ
ム

の
内
部
で
解
釈
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
』
田
口
巾
吋
ユ
仏
国
司
b
同
E

h
送
還
さ

H
S
h
F
司
白
「
訪
日
仏
・
品
巾
E
E
F
H
U
m
叶
己
・
g
-

(
叩)
Q
-

〈
F
N
8
・
「
解
釈
学
的
」
の
語
は
、
野
家
前
掲
論
文
か
ら
借
り
た
。

(
日
)
句
ロ
戸
ω
九
日
ロ
O
丹
市
二
山
・
5
∞

z

(
ロ
)
歴
史
的
時
間
と
自
然
的
時
間
と
の
間
接
的
、
側
面
的
な
関
係
に
つ
い

て
は
吋
弁
証
法
の
冒
険
」
の
ほ
か
に
、
ω
-
H
E
l
H
a
お
よ
び
《
E
&
8
5
巾
「
門
巾

母

-
d
F
2
a
s
y
一
ロ
ト
R
師
、
攻
守
的
口
q
u
b
g
n
h
h
町
守

8
・
M
U
白
岡
・
一
m
-
開
門
凶
・
門
円
曲
「
Y
F

V
A
白
N
g
o
-
5
8
岨
℃
M
g
参
照
(
こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
『
シ
!
ニ
ユ
』
の
吋
ど

こ
に
で
も
あ
り
、
ど
と
に
も
な
い
い
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
)
。
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ｧ4

結
語

こ

の

よ

う

に

メ

ル

ロ
l
ポ

ン

テ

ィ

に

と

っ

て

、

フ

ッ

サ
1

ル

と

ソ

シ

ュ
l
ル

は

、

制

度

に

お

け

る

構

造

と

出

来

事

と

の

内

的

な

結

合

を

思

考

す

る

た

め

の

ご

つ

の

出

発

点

を

提

供

し

て

い

る

。

彼

自

身

の

制

度

論

は

、

フ

ツ

サ
l
ル

の

観

念

論

的

側

面

と

一

言

語

学

の

科

学

主

義

的

な

側

面

と

を

切

り

落

と

し

た

地

点

に

、

浮

き

上

が

る

こ

と

に

な

ろ

う

。

そ

の

こ

と

を

検

討

す

る

過

棋

で

、

狭

い

意

味

で

の

言

語

と

非

l
言

語

と

い

っ

た

区

別

自

体

が

有

効

性

を

失

う

過

程

に

も

、

我

々

は

立

ち

会

っ

て

き

た

。

そ

こ

で

最

後

に

一

言

語

以

外

を

も

含

め

た

制

度

一

般

に

つ

い

て

、

簡

、

単

に

考

察

し

て

お

こ

う

。

は

じ

め

に

も

述

べ

た

よ

う

に

、

制

度

概

念

に

つ

い

て

の

講

義

に

お

い

て

は

、

動

物

の

か

社

会

。

に

つ

い

て

の

考

察

か

ら

始

ま

り

レ

ヴ

イ

ー

ス

ト

ロ

ー

ス

の

構

造

人

類

学

に

お

わ

る

広

範

な

次

元

で

の

制

度

化

が

分

析

さ

れ

て

い

る

が

、

こ

の

課

題

は

あ

る

意

味

で

は

、

彼

が

「

行

動

の

桝

造

』

で

物

理

的

、

生

的

、

人

間

的

と

い

う

意

味

の

三

秩

序

を

打

ち

伝

て

て

い

た

と

と

と

直

接

に

呼

応

す

る

お

わ

・5

3
。

し

か

し

こ

う

し

た

似

別

'

ハ

体

が

附

附

性

を

暗

黙

に

前

提

し

か

ね

な

い

こ

と

か

ら

も

わ

か

る

よ

ろ

に

、

こ

の

仰

に

お

い

て

は

、

超

越

論

的

観

念

論

、

す

な

わ

ち

彼

が

別

製

乍

と

，

川

河

川

公

接

的

な

関

係

に

あ

る

」

(

印

(

ν

N

N

ω

)

と

よ

ぶ

批

判

主

リ

バ

的

符

竹

下

と

の

限

別

が

ま

だ

不

明

確

で

あ

っ

た

。

た

し

か

に

こ

こ

で
F
で

に

、

批

判

主

益

が

「

同

質

な

、

悟

性

的

な

活

動

」

と

し

て

の

認

識

を

展

開

す

る

の

に

た

い

し

て

、

彼

の

課

題

は

、

形

式

の

到

来

を

「

観

念

の

世

界

に

お

げ

る

出

来

事

」

と

し

て

、

「

あ

ら

た

な

弁

証

法

の

制

度

化

」

と

し

て

捉

え

る

こ

と

で

あ

る

、

と

述

べ

ら

れ

(

印h
・
N

N品

)

、

制

度

化

概

念

を

先

取

り

し

て

い

る

が

(

lて

と

こ

で

は

ほ

と

ん

ど

問

題

提

起

の

み

に

と

ど

ま

っ

て

い

る

。

他

方

「

知

覚

の

現

象

学

」

で

は

、

も

っ

ぱ

ら

人

間

的

知

覚

の

次

元

で

議

論

が

進

み

、

象

徴

的

制

度

化

の

問

題

は

十

分

に

展

開

さ

れ

て

い

な

い

。

制

度

化

概

念

が

提

示

す

る

四

つ

の

次

元

の

制

度

化

の

分

析

は

、

こ

の

観

念

論

的

な

、

等

質

な

階

層

秩

序

論

へ

の

批

判

と

し

て

理

解

さ

れ

る
(

2

3動

物

行

動

学

や

進

化

論

に

つ

い

て

の

議

論

を

引

い

て

動

物

の

か

社

会

。

制

度

が

分

析

さ

れ

、

精

神

分

析

を

援

用

し

て

無

意

識

的

な

人

間

関

係

の

構

造

が

分

析

さ

れ

、

さ

ら

に

は

パ

ノ

ア

ス

キ

ー

や

フ

ラ

ン

カ

ス

テ

ル

を

援

用

し

て(

3

}
、

美

術

史

に

お

け

る

様

式

が

「

等

価

体

系

」

3
・
2

)
と

し

て

理

解

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

も

わ

か

る

よ

う

に

、

制

度

化

概

念

は

、

よ

則

一

言

語

的

。

現

象

か

ら

社

会

に

翠

る

諸

制

度

を

構

造

論

的

に

分

析

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

複

数

の

シ

ス

テ

ム

が

、

「

諸

記

号

の

建

築

物

」

(

伊

認

)

を

、

「

諸

現

象

の

か

段

階

構

造

H

(臥

宙

開

。
5

0

2

)
」

、

ご

連

の

か

存

在

の

諸

水

準

。

(

口

一

〈

g
ロ

×

)

」

(

〈

戸

店

ω

)を

形

作

っ

て

い

る

事

態

を

確

認

す

る

こ

と

か

ら

出

発

す

る

。

し

か

し

こ

れ

ら

は

、

た

と

え

権

利

上

で

あ

れ

、

完

全

に

透

明

な

意

味

を

持

つ

諸

シ

ス

テ

ム

の

シ

ス

テ

ム

を

形

成

し

な

い

の

で

あ

り

、

「

意

味

の

発

生

は

け

っ

し

て

完

結

し

な

い

」

(

印

句

印

N

)。

な

ぜ

な

ら

構

造

一

般

は

そ

の

内

部

に

、

内 -77-



部
と
外
部
と
の
境
界
に
、
内
部
の
互
い
に
異
質
な
シ
ス
テ
ム
の
問
に
、

ミ
ク
ロ
な
シ
ス
テ
ム
と
、
そ
れ
を
階
層
的
に
統
合
す
る
シ
ス
テ
ム
と

の
境
界
に
、
世
界
が
現
出
す
る
場
と
い
う
、
「
不
安
定
性
い
と
吋
梯
ら

ぎ
(
出
店
店
忠
吉
ロ
)
」
(
〈F
N
∞
品
)
の
要
素
を
は
ら
ま

d
cる
を
得
ず
、

つ
ね
に
「
局
地
的
な
状
況
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
」
(
閉
山
門
い
るω
)
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
野
生
の
、
な
ま
の
お
什
夜
」
は
、
京
巾
に

残
り
続
け
る
残
浮
」
と
し
て
、
{
す
べ
て
の
水
準
で
介
入
す
る
」
(
〈

F

N
宏
)
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
幼
児
が
音
紫
を
獲
得
す
る
と
き
、
言
語
学
者
が
あ
る
未
知

の
言
語
に
対
立
を
発
見
す
る
と
き
、
レ
ヴ
イ
ー
ス
ト
ロ

l

ス
が
未
知

の
神
話
の
構
造
的
対
立
を
発
見
す
る
と
き
(
伊

Z
H
)、
彼
ら
が
お
こ

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
来
分
化
に
み
え
る
あ
る
統
一
体
の
な
か
に
差

異
の
到
来
を
「
標
定

(
5
u
m
g
m
m
)

」

(
F
Nち
)
す
る
こ
と
、
|
ベ
ル

グ
ソ
ン
や
ギ
ュ
ス
タ
!
ヴ
・
ギ
ョ

l

ム
の
言
葉
を
使
え
ば

2
1

差
異

を
「
見
|
分
け
る
こ
と
(
島
田

2
5
0
5
2

丹
)
」
に
あ
る
。
乙
の
差
異
の

見
分
け
と
い
う
作
業
は
、
や
は
り
ペ
ル
グ
ソ
ン
論
で
雷
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
つ
ね
に
「
部
分
的
」
で
「
ほ
と
ん
ど
経
験
的
」

3
・
N
S
)

な
作
業
で
あ
る
。
差
異
の
到
来
に
立
ち
会
う
者
は
、
そ
の
つ
ど
「
一

度
も
語
っ
た
と
と
が
な
い
か
の
よ
う
に
装
い
」
、
「
耳
の
聞
こ
え
な
い

も
の
が
語
る
者
を
見
る
よ
う
に
」

3
・
印
∞
)
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
り
、
だ
か
ら
そ
う
し
た
作
業
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
、
互
い
に
「
不

連
続
な
」
(
印
L
臼
)
系
列
を
な
し
て
い
る
す
)
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
「
漠
然
と
し
た
相
対
主
義
に
こ
こ
ろ
な
ぐ
さ
め
続
け
る
」
(
印
・

印
ω
)
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
内
部
の
局
地
的
な
差

異
の
標
定
に
よ
っ
て
そ
れ
を
統
合
す
る
潜
在
的
な
規
則
の
体
系
を
呼

ぴ
超
こ
し
、
象
徴
的
制
度
が
内
在
さ
せ
る
「
真
理
の
生
成
」
(
何
回

M戸

吋
∞
)
を
実
現
す
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

制
度
化
概
念
が
、
サ
ル
ト
ル
哲
学
の
人
間
主
義
的
な
側
面
か
ら
の

訣
別
と
関
係
し
て
い
る
と
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
講
義
の
要
約
の
末

尾
で
、
こ
の
概
念
は
「
歴
史
の
形
而
上
学
へ
の
現
象
学
の
展
開
」
(
河
口
・

8
)

を
準
備
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
歴
史
の
形

而
上
学
な
る
も
の
も
、
個
人
的
な
実
践
と
い
う
概
念
に
結
び
つ
き
が

ち
な
古
典
的
な
意
味
で
の
歴
史
哲
学
よ
り
「
地
理
学
と
す
り
あ
わ
せ

た
ほ
う
が
作
り
あ
げ
や
す
い
、
構
造
の
哲
学
」
(
〈
戸
出

N
)の
一
貫
と

し
て
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
は
サ
ル
ト
ル
的
歴
史
論
か
ら
単
純
に
構

造
論
者
へ
と
転
身
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ

イ
は
、
レ
ヴ
イ
ー
ス
ト
ロ

i

ス
が
象
徴
的
な
も
の
に
内
在
す
る
受
動

的
総
合
を
明
る
み
に
出
し
た
と
い
う
功
績
は
認
め
る
で
あ
ろ
う
が
、

け
っ
し
て
「
言
語
は
一
挙
に
し
か
生
ま
れ
得
な
い
。
〔
:
山
つ
ま
り
、

シ
ニ
ア
イ
ア
ン
と
シ
ニ
ア
ィ
エ
と
い
う
こ
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
補

完
的
な
二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
同
時
に
連
帯
し
つ
つ
構
成
さ
れ

た
」
(
旦
と
い
っ
た
言
葉
に
全
面
的
に
同
意
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
た
し
か
に
こ
れ
は
経
験
的
起
源
へ
の
聞
い
を
切
り
捨
て
、
象
徴

-78-



性
の
不
連
続
で
無
根
拠
な
湧
出
を
主
題
化
す
る
の
に
有
益
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
に
象
徴
的
な
も
の
を
一
種
の
所
与
と
考
え
、
そ
の
権

利
上
の
優
位
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
|
た
と
え
シ
ニ
ア
イ
ア
ン
と
シ

ニ
ア
イ
エ
の
あ
い
だ
に
は
事
実
上
常
に
「
不
一
致
が
あ
る
」

{
7
)と付

け
加
え
ら
れ
る
と
し
て
も
|
制
度
の
内
部
に
お
け
る
不
決
定
な
要
因

と
し
て
の
出
来
事
を
あ
ら
か
じ
め
理
念
化
・
中
和
化
す
る
こ
と
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
メ
ル
ロ
ポ
ン
テ
ィ
の
課
題
は
、
構
造
を

「
歴
史
的
風
景
」
(
〈
戸
ω
】
N
)
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
歴
史

的
時
聞
が
、
自
然
的
風
対
に
〔
首
尾
一
目
し
た
変
形
」
そ
与
え
つ
つ
、

そ
こ
に
「
ほ
と
ん
ど
地
理
学
的
に
筆
記
」
(
〈

F
2
N
)さ
れ
る
場
と
し

て
記
述
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
彼
が
『
弁
証
法
の
目

険
」
で
引
き
、
バ
ル
ト
が
「
化
学
的
」
、
デ
ュ
ピ
ー
が
「
生
理
学
的
」

と
呼
ぷ
ミ
シ
ュ
レ
の
歴
史
的
風
景
の
記
述
と
呼
応
す
る
も
の
を
持
っ

て
い
る
の
で
あ
る

(
8
3

ま
た
制
度
化
概
念
は
、
動
物
行
動
学
、
精
神
分
析
、
共
時
言
語
学
、

構
造
人
類
学
と
い
っ
た
真
に
二
十
世
紀
的
な
諸
科
学
と
の
す
り
あ
わ

せ
に
よ
っ
て
、
十
分
な
展
開
を
み
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
先
に
述
べ

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
制
度
の
概
念
は
、
自
然
と

文
化
、
側
人
と
社
会
、
私
的
な
も
の
と
公
共
的
な
も
の
と
い
っ
た
対

立
を
は
み
だ
し
、
そ
れ
戸
川
合
間
断
的
・
側
断
的
に
結
び
合
わ
す
操
作

的
概
念
で
あ
る
れ
り
々
が
‘

4
h
引
に
の
清
川
f
山
内
体
、
今
述
べ
た
よ

う
に
、
お
の
れ
小
紛
糾
い
や
み

r

か
わ
い
闘
か
ね
な
い
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
ら
に
た
い
し
て
批
判
的
ま
な
ざ
し
を
そ
そ
ぐ
だ
け
で

は
な
く
、
メ
ル
ロ

l
ポ
ン
テ
ィ
が
『
モ

l

ス
か
ら
レ
ヴ
イ
ー
ス
ト
ロ
ー

ス
ま
で
」
で
暗
示
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
諸
学
問
の
内
的
発
展

に
い
わ
ば
系
譜
学
的
な
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
「
社
会
的
な
も
の

の
創
出
」
(
ド
ン
ズ
ロ

1
)
E
過
程
を
辿
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
「
制
度
と
創
設
の
理
論
」
を
一
九
二
五
年

に
書
き
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
影
響
を
与
え
、
現
在
法
哲
学
の

分
野
で
新
制
度
学
派
に
よ
っ
て
読
み
直
さ
れ
て
い
る
モ

l
リ
ス
・
オ

l
リ
ウ

l
の
制
度
論

g

や
、
彼
に
影
響
を
与
え
た
ガ
プ
リ
エ
ル
・
タ

ル
ド
の
社
会
学
が
、
検
討
し
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

註

一 79 -

(
1
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
加
賀
野
井
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
加
賀
野

井
秀
一
、
前
掲
替
、
同

Y
N
2
0

(
2
)

階
閥
的
思
考
の
批
判
に
つ
い
て
は
、

ω
い
お

-
mの
L
g

な
ど
を
参
照
。

(
3
)

メ
ル
ロ
ー
ー
ポ
ン
テ
ィ
は
、
制
度
化
概
念
に
つ
い
て
の
綿
畿
や
、
ロ
限
と
精

神
」
で
、
パ
ノ
ア
ス
キ
ー
の
叉
象
徴
形
式
》
と
し
て
の
遠
近
法
』
に
言
及

し
て
い
る
が
、
む
ろ
ん
こ
の
論
文
が
カ
ツ
シ

l
ラ
l

の
絶
大
な
影
響
の
下

に
脅
か
れ
た
こ
と
に
、
宵
闘
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
制
度
化
概
念
講
義

の
た
め
の
未
刊
の
ノ

l

ト
で
は
、
パ
ノ
ア
ス
キ
ー
を
論
じ
た
部
分
で
カ
ッ

シ
|
ラ
|
の
名
を
挙
げ
、
パ
ノ
ア
ス
キ
ー
が
遠
近
法
を
、
「
成
熟
の
到
達
点



(
℃C
一
口
円
借
ヨ
同
門
口
町
民
品
川
)
」
「
均
衡
」
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て

い
る
。
(
云
ω
-
H甲
山E
J
匂
ω
自
己
目
〕
お
よ
び
匂
ω
∞
口
〕
)
。
問
機
の
批
判
は
、

パ
ノ
ア
ス
キ
ー
と
哲
学
的
前
提
を
共
有
し
て
い
る
か
に
日
比
え
る
、

p

・
プ
ル

デ
ュ

1
の
社
会
学
に
も
向
け
う
る
で
あ
ろ
う
り

-
v
-
∞
。R
a
g
-
、
q
M容
町
時
卸

開
可
同
ロ
o
p
r
F
b
R
宮
町
内h
h
tミ

h
c
s
a
h
a司
h
h
v
s
a
h
町
民
匂
宮
前
な
南
町
序
回
)
門

m

n
E
m
含

h
ε
b
h
h
w崎
町
、
忌
智
な
に

l
b
s
p
w
2
3
・
四
位
・
己
巾E
P
-
-
F

H
申
告
。
な
お
、
加
世
紀
夫
術
山
入
学
に
お
り
る
新
カ
ン
卜
派
的
な
傾
向
に
つ
い

て
は
、
。
・
ロ
互
いt
z
c
Z『
g
g

入
U
8
2
之
、
H喝
さ
官
H
R
u
h
a
-
母

E
E
F

S
S

を
参
附
。

(
4
)

買
い
・
ロ
0
・
2

・
5
吋
-
Q
-
戸
切
巾
「
間
目
。p
h
h
s
w
n
h
h
ミ
守

8
3
L

ロ

。
町
民
官
、
5

・
m
門
日
〉-
M
N
o
σ
Z
2
・
司
同
三
回
凶
同
M
C明
J
A
H
m
m
己

U
H
∞
∞
一
。
・
のg


z
c
g
p
《
E
R
m
g
巾
B
m
2
2
2

円
巾
ロ
己
巾
5
2
円
仏
州
自
己
叩
凹
]
出
口
哲
巾
目

y
h
s
白
'

h叫E
h川
町
時H
M
町
5
R
h

片
足
守
お
R
h
m
-
E吋
一
的
w
z
一N
2
・
S
E

・
3
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{Institution, événement, structure - la portée de la

notion d'institution de Merleau-Ponty}.

Koji HIROSE

Résumé:

Comm nt établir des relations entre événement et structure? Cette

qu stion, lue Merleau-Ponty pose dans son cours au Collège de France

0954 55) 'onsacré à la notion d'instituion, semble se situer au carrefour

d tous 1'5 thèmes de sa dernière philosophie. Elle a été abordée à

trav rs 1 1hénornène de l'institution linguistique.

Dans son commentaire de (L'origine de la géométrie) de Husserl, le

philosuph 'ommence par souligner le double mouvement de l'analyse

ph nU1w"'no)vj2;ique pour faire apparaître l'entrelacement du langage et du

mond. La parole -Qui institue le sens idéal surgit précisément au croise

fi nt d' . ~s deux mouvements, en réalisant la jonction latérale du sillage

du pa'" ~t de sa reprise active. Mais si elle implique en elle-même

l'art l mporel qu'elle doit enjamber, ne faut-il pas mettre en évidence

l'av n fi nt de la différence à la conscience constituante?

, 'st dans cette perspective que notre auteur cherche dans la linguis

tiqu Slru turale de Saussure le remède aux difficultés de la philosophie

d la onscience. Pour Merleau-Ponty, c'est-Ie caractère diacritique du

syst m linguistique qui rend possible l'accès indirect au monde linguisti

qu , puisque la parole dévoile la jonction paradoxale de la singularité de

l' v n m nt et de la généralité de la structure symbolique. L'institution

linguistique se présente alors comme un lieu où l'on peut repérer l'appari

tion syst matique du monde sauvage et l'avènement du temps historique.

Précisém nt parce que ce repérage est partiel et discontinu, il permet de

r aliser 1 devenir de vérité dans l'architecture de signes.
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